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 開  会  

 委 員 長  本日の出席委員は、１５人につき、定足数に達しております。 

 これから、本日の会議を開きます。 

（９：３０） 

 委 員 長  昨日の河内委員の未舗装部分について、要望箇所数の件についてで、建設課長から

発言の申し出があっておりますので、これを許可します。 

建設課長 

 建設課長  遅くなりまして申し訳ありません。 

 報告をいたします。 

 お尋ねの未舗装率につきましてです。 

 町道における１、２級、その他の道路で、総延長が４６２，５８４ｍでございます。

また、未舗装の延長が５４，９１７ｍです。 

 したがいまして、未舗装率が１１．８％でございます。 

 次に、道路関係におきます要望書の件数について、でございます。 

 平成１７年度から平成２５年２月まで、現在の要望書の受付残件数が１３１件でご

ざいます。以上でございます。 

 委 員 長  以上で、建設課を終わります。 

 都市計画課の予算説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  都市計画課、歳出予算の説明をいたします。 

 予算書は、９０ページからでございます。 

 都市計画課の予算は、７款４項都市計画費の全目と同款５項住宅費の全目です。 

 それでは、７款４項１目都市計画総務費から順次説明をいたします。 

 ７款４項１目都市計画総務費は、前年度と比較して４６，７１７千円増の７３４，

３５４千円を計上いたしております。 

 増額の主な要因は、次のページに記載する２８節操出金の特別会計への操出額を、

昨年度より４５，４８０千円増額していることによるものでございます。 

 次に、主な予算の内容について、ご説明いたします。 

 １節報酬は、都市計画審議会委員の報酬、２節給料から９１ページ４節共済費は、

職員給与関係の予算です。説明を省かせていただきます。 

 ９１ページをお開きください。 

 ９節旅費のうち費用弁償２８８千円は、２３年度から取り組んでいる西田地区住環

境整備事業に係るまちづくり推進委員会開催時の費用弁償を計上いたしております。 

 飛びまして１３節委託料は、西田地区まちづくり支援事業業務委託費３，７６０千

円の１事業のみです。 

 この事業は、２２年度に実施しました西田地区住環境整備事業の基礎調査に基づき

まして、地区ではまちづくり推進委員会を組織して、ワークショップや検討会開催を

重ねながら、小規模住宅地区改良事業の実施に向けた地区の問題点の洗い出しを行

い、現在は地区が目指す住環境整備の在り方と整備方針を検討中でございます。 

 町では、地区住民が主体となり取り組んでいる、この先進的まちづくり事業を、２

５年度においても支援を行おうとするものでございます。 

 ２８節です。操出金のうち都市計画課関係分は工業用地造成事業特別会計操出金

で、特別会計事業に不足する予算１，３３２千円を一般会計から繰り出しを行います。 

 続いて、２目公園費について、でございます。 

 都市公園のうち町が設置した公園の管理費と併せ、道路沿線の緑地や草場川沿いの

桜並木などの管理費として３９，２１３千円を計上いたしております。前年度と比較
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して１，９０６千円の増額です。 

 主な要因は、１５節工事費に、昨年度実施した遊具等の安全確認検査に基づく、遊

具等の修繕工事費や本年度に施工する公園の安全確保のための工事費として、昨年度

より約２，２８０千円を増額して計上したことによるものでございます。 

 新年度予算は骨格予算ですが、その他の節に計上する予算は、町民の皆様方に安全

かつ快適に公園を利用していただくために必要な予算措置でありまして、ほぼ昨年度

と同額を計上いたしております。 

 それでは、主な予算内容について、ご説明をいたします。 

 １１節需用費には、６，３９２千円を計上いたしております。 

 内訳は、公園管理に要する消耗品費、それから燃料費はふれあいファームのガス代

です。印刷製本費は、公園利用許可申請書の印刷代と例年どおりの修繕料です。 

 その他に、光熱水費として、公園内の街灯などの電気料金と公園の公共下水道料金

でございます。２４年度決算見込額に電気料金の値上げによる影響分も加味して、４，

５３４千円を計上いたしております。 

 １２節役務費の通信運搬費は、ふれあいファームの機械、警備、通信、電話料です。 

 手数料は、曽根田親水公園、炭焼ため池と三箇山地区の展望広場のし尿汲み取り料

です。 

 水質検査手数料につきましては、公園の上水接続によりまして減額となっておりま

す。 

 次に、１３節の委託料です。昨年度より３５３千円増の２２，１１８千円を計上い

たしております。 

 都市公園の清掃委託料からふれあいファームの管理委託料まで、説明欄に記載する

項目ごとに、２４年度の決算見込額と業者からの見積額を基礎に、必要な予算額を試

算をしております。 

 次に、１５節工事請負費は６，７７６千円を計上いたしております。前年度と比較

して２，２８６千円の増額です。 

 内訳は、先ほど申し上げました隔年で実施する遊具の安全点検に基づく遊具等の修

繕費約２，５００千円、草場川沿いの桜並木の補植工事費、約５００千円の他に、数

カ所の公園の安全確保に必要な設備工事等を予定をいたしております。 

 次に、３目の国交省公園事業費につきましては、３６５，３２６千円を計上いたし

ております。前年度より２０，６４６千円の増額です。 

 ２４年度は社会資本整備総合交付金の大幅な減額によりまして事業量の見直しを

余儀なくされましたが、その後、国の大型補正予算で、２４年度補正予算の満額内示

を受け、近隣公園の整備事業費、それと多目的運動公園整備事業費のうち調整池の排

水路の築造、それと公園東側分の園路築造等の一部の工事につきましては、２５年度

へ繰り越し手続きを行っております。 

 それでは、主な予算の内容について、ご説明を申し上げます。 

 １１節の需用費、消耗品の５００千円は、公園境界を復元するための境界杭代です。 

 １３節の委託料には１２，６５５千円を計上いたしております。内訳は、説明欄に

記載のとおり、境界測量の委託料と工事施工の管理委託料です。 

 １５節工事請負費には、昨年度より６５，１７１千円増額の３５２，１７１千円を

計上いたしております。 

 まず、防災面に配慮いたしまして、調整池築造工事、次に基盤づくりとなる敷地造

成工事に着手する予定です。併せて施設整備では、雤水排水施設工事、電気設備の幹

線路の工事と照明施設を除いた野球場整備工事等を計画をいたしております。 

 ２４年度に社会資本整備交付金が、防災・安全・社会資本整備交付金に位置付けら

れております。 
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 このことから２５年度に、国庫補助等の大幅な減額配分はないと考えておりますけ

れども、国の状況いかんによりましては、２５年度も交付金財政額に合わせた事業組

み立てが必要になってくるものと想定をいたしております。 

 次に、７款５項１目住宅管理費に２１，１６９千円を計上いたしております。前年

度と比較して８１８千円の増額です。 

 これは、４款４項２目公園費と同様に、いずれの節に計上する予算も町営住宅を維

持管理するために必要な予算措置であり、昨年度とほぼ同額を計上いたしておりま

す。 

 それでは、主な予算の内容について、ご説明をいたします。 

 １節報酬は、町営住宅２３団地の管理人報酬でございます。 

 ９３ページをお開きください。 

 １１節の需用費には、説明欄に記載する項目ごとに、昨年度予算と同額またはほぼ

同額の７，１００千円を計上いたしております。 

 １２節役務費のうち手数料２３４千円は、団地内空き地の除草とか剪定の手数料を

計上をいたしております。 

 １３節の委託料費、前年度より４８８千円を減額いたしまして、８，０７８千円を

計上いたしております。 

 各委託料は、説明欄に記載する項目ごとに、２４年度の決算見込額から必要な予算

措置を試算をいたしておりますけれども、新町団地の上水道接続による専用水道管理

費の減、それから、篠隈団地第１期工事完了に伴うエレベーター保守料及び消防施設

点検委託料の増を見込んでおるところでございます。 

 １４節使用料及び賃借料には、これも２４年度決算見込額から必要な予算を試算し

て、１，２００千円を計上いたしております。 

 なお、複写機につきましては、本年度から使用料と借上料に分割をして計上いたし

ております。 

 １５節工事費には、補修工事費として一昨年及び昨年度と同額の２，４００千円と、

空き家解体工事費１，３３０千円を計上いたしております。 

 ２３節の償還金利子及び割引料の３０千円は、会計処理上に、すでに確定した決算

額からは還付処理ができないために、現年度予算から過誤納金として還付するための

予算措置でございます。 

 次に、７款５項２目住宅建設費に１４８，７７５千円を計上いたしております。前

年度と比較いたしまして、１５９，３８３千円の減額となっております。 

 現在施行中の篠隈団地第１期工事は、当初２４年度の単年度施工を予定しておりま

したが、平成２４年の１２月議会定例会で、２４、２５年度の２カ年事業で取り組む

ことのご承認をいただきました。 

 このため、今回計上いたしております２５年度の予算は、１１節需用費に計上する

落成式開催の諸経費を除きまして、１３節委託料、１５節工事請負費及び２２節の補

償補填及び賠償金に２４年度予算から２５年度当初予算へ組み替えた額を、それぞれ

計上いたしております。 

 なお、この措置を説明する継続費に係る調書は、この予算書の１４６ページに整理

をいたしておりますので、ご参照ください。 

 以上で、都市計画課、歳出の説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  予算書の９１ページです。 

 １目都市計画総務費の中の１３節委託料、西田地区まちづくり支援業務委託です

が、今後の予定と、いつ頃完了するのか、お尋ねします。 
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 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  ２５年度に委託料として３，７６０千円を計上いたしております。 

 ２５年度の取り組みといたしましては、崖地の安全性確保、危険な道路の再計画、

それから不良住宅の建て替え等に伴う補償費の件と、公園整備など区画整備の手法等

についても研究をしていく考えです。 

 併せて、高齢者と若者による相互扶助システムの構築とか地域コミュニティの構築

などの、住宅改良事業に付随する様々な課題等を整理しながら、周辺のまちづくりに

資する改良事業を目指した業務メニューを考えて、今年は取り組んで行きたいという

ふうに考えております。 

 完成時期ということでございますけれども、今、町では、私どもが所管しておりま

す町営住宅の建て替え、それから、多目的運動公園の整備等もございますので、それ

と見合わせながらですね、事業の組み立てをしていかなければならないというふうに

考えております。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで、都市計画課を終わります。 

 続きまして、教育課の予算説明を求めます。 

教育課長 

 教育課長  おはようございます。 

 教育課でございます。 

 それでは、教育課から歳出予算について、説明をいたします。 

 時間が限られておりますので、簡潔に説明させていただきます。 

 まず、予算書５４ページをお開きください。 

 ２款５項５目学校基本調査費でございますが、昨年と同額の１５千円を計上してい

ます。毎年５月１日現在の幼稚園、小中学校の園児・児童・生徒数及び教職員の法定

調査で、地方交付税の算定における基礎資料となるものでございます。 

 次に、６６ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費では、教育課の予算としまして、こども未来館の日常

的な維持管理に伴う費用を３，４１４千円計上いたしております。 

 ６７ページをお願いいたします。 

 主なものとしましては、１１節の光熱水費、修繕料、及び１３節委託料の中で、清

掃委託料、警備委託料が主なものでございます。 

 次に、９７ページをお願いいたします。 

 ９款教育費の説明をいたします。 

 ９款１項１目教育委員会費につきましては、教育委員会の運営に要する経費として

２，９３２千円を計上しております。 

 ２目事務局費では、１２９，４２７千円を計上しています。 

 教育長、教育課職員、ＡＬＴ等の人件費と１３節の委託料が主なものであります。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 １３節で、太刀洗めくばーる路線バスの委託料５，２００千円と、三箇山地区児童・

生徒通学のためのスクールバス代替タクシー委託料２，４００千円を計上していま

す。めくばーる路線バスを１便増便したことによりまして、昨年より２，０８０千円

増額となっています。 

 同じく委託料で、人材派遣委託料については、小中学校に派遣していますパソコン

インストラクター１名分の派遣費用でございます。 

 次に、１０１ページをお願いいたします。 

 １９節のコミュニティスクール指定校補助金２，０００千円につきましては、２年
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間だけ２分の１の国の補助を受けて行うもので、２５年度は小学校４校分の補助金で

ございます。 

 中学校は国の補助がなくなりましたので、コミュニティスクール制度の推進に係る

経費は、それぞれの学校予算に計上いたしております。 

 ２２節の賠償金につきましては、学校保険であります日本スポーツ振興センターか

らの災害共済給付金で、昨年と同額で計上しています。 

 ２４年度においては、２５年２月末までの発生件数は２３６件で、２，３３９千円

の給付を行っております。 

 ３目私立学校振興費として４６，８６１千円を計上しております。私立幼稚園の就

園奨励費補助金並びに私立幼稚園への補助金であります。 

 就園奨励費補助金については、国から示された単価により計上いたしております。 

 次に、各学校の支出について、説明いたします。 

 各学校とも目的によって、学校管理費、教育振興費に分けて予算化しております。 

 学校管理費では、学校管理に必要な維持管理費のほか、図書司書業務委託料、用務

員業務委託料、給食調理業務委託料などを計上しています。 

 教育振興費については、教材費や学校給食補助、就学援助費などを計上しています。

なお、２５年度から通級指導教室を三輪小学校に開設するため、三輪小学校の中に、

新たに通級指導教室費として目を起こしています。 

 各学校の２５年度予算につきましては、財政から示された配当予算より、各学校の

予算のバランスを考慮し編成をしたところです。 

 学校施設の工事関係については、骨格予算のため、安全面等で緊急を要するものの

み計上をしています。 

 それでは、１０１ページをお願いいたします。 

 初めに三並小学校費の説明をいたします。 

 １目学校管理費として１９，５５３千円を計上しています。昨年度より４，３３３

千円の減となっています。 

 減額の主な理由としましては、町雇いの栄養士を引き上げて、県費の栄養教諭を兼

務させることによる報酬の減と、昨年実施した小工事費の減でございます。 

 １０３ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費として５，２９１千円を計上しております。昨年より６３３千円の

減となっています。 

 主な理由としましては、１４節で、教育用パソコンのリース料を昨年まで計上して

おりましたが、このリース期間が終了したことにより、パソコン借上料の減によるも

のでございます。 

 次に、１０４ページをお願いいたします。 

 ３項中牟田小学校費でございます。 

 １目学校管理費として３５，１３２千円を計上しています。昨年度より４７０千円

の増となっています。 

 １０５ページの１５節工事請負費の手すり取付工事９９３千円は、旧校舎の２、３

階の窓に手すりを取り付けることによって、窓からの児童転落の防止を図るもので

す。 

 同じく１０５ページ、２目の教育振興費９，８３１千円を計上しています。前年度

より１，８０２千円の増となっています。これは、学級の課題のある児童に対応する

ため、学習支援員を１名配置したことによる７節賃金の増と２０節扶助費の増による

ものです。 

 次に、１０７ページをお願いいたします。 

 ４項東小田小学校費に入ります。 
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 １目学校管理費として３８，５７９千円を計上しています。昨年度より２９５千円

の減となっています。 

 １０８ページの１５節工事請負費の小工事１，０００千円については、学校プール

東側水路敷きの張りコンクリート工事でございます。 

 ２目教育振興費では、１３，５８５千円を計上しています。前年度より１，１３９

千円の減となっています。 

 主な理由としましては、１０９ページの１４節、教育用パソコンが一部リース期間

が終了し、借上料が１，３６７千円減額となったためであります。 

 同じく１０９ページ、次に５項三輪小学校費でございます。 

 １目学校管理費として４７，６９１千円を計上しています。前年度より３，３０４

千円の減額となっています。 

 減額の主な理由は、昨年実施した小工事の工事請負費の減によるものです。 

 １１１ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費では１７，８７６千円を計上いたしております。前年度より５，５

５４千円の減となっています。これは、昨年までは、小学２年生の３５人学級対応の

ため、町単独の常勤講師賃金を計上していましたが、これについては、指導工夫改善

加配の県費教職員を充てることとし、その分を４目の通級指導教室費に回したことに

よる減でございます。 

 １１２ページをお願いします。 

 ４目通級指導教室費は、今年新たに設けた費目で、通級指導教室の運営に要する費

用を計上したものです。 

 なお、賃金の常勤講師賃金は、万一県からの県費負担教委職員の配当ができなかっ

た場合の計上で、配当がなされれば不用となるものです。 

 １１２ページをお願いいたします。 

 次に６項夜須中学校費でございます。 

 １目学校管理費として、８５，１７９千円を予算計上しています。前年度より２，

５５２千円の減額となっています。 

 １１４ページの１５節工事請負費の小工事８６８千円は、体育館南西側側溝の基盤

部分の土壌が流出し、空洞となって危険な状態であるため、その補修をするとともに、

側溝に先生や保護者の車のタイヤが落ち込むため、ふたを被せるものでございます。 

 １１５ページ、２目の教育振興費、１７，４８８千円を計上しています。前年度よ

り４６５千円の増となっています。 

 ３目学校建設費は、昨年給食センター跡地とテニスコートを一体的に整備する実施

設計委託費を計上していたものでございます。 

 次に、１１６ページでございます。 

 ７項三輪中学校費です。 

 １目学校管理費として３７，３１９千円計上しています。前年度より２，５４０千

円の減額となっています。 

 主な減額の理由は、昨年外構フェンス工事を行ったことによる工事費の減でござい

ます。 

 １１７ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費として、１６，３６６千円を計上しています。前年度より９４千円

の増額となっています。 

 ７節賃金で、支援を要する４名の新１年生が入学し、特別支援学級が１クラス増設

されるため、支援員を１名増員をいたしております。 

 １１８ページをお願いします。 

 ３目の学校建設費は、昨年給食費の調理場をウエット式からドライ方式に改善する
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ための増改築実施設計委託費を計上していたものでございます。 

 次は、１２７ページをお願いします。 

 ９項文化財保護費でございます。 

 １目文化財保護総務費として、１４，３７８千円を計上しています。 

 内訳として、文化財整理事務所の管理費等の一般経費が７，９６９千円、町史編さ

ん事業に要する経費が６，４０９千円となっています。 

 ７節の作業員賃金は、一般分が２１７千円、町史編さんのための調査員の賃金が２，

９９０千円です。 

 １５節工事請負費の文化財説明板建替工事は、平成１９年度から建て替えを行って

いるもので、２５年度が最終年度で１０基分を見込んでいます。 

 １２８ページをお願いします。 

 ２目埋蔵文化財調査費については、１，８６６千円を計上しています。ここでは、

開発行為に伴う試掘調査費用について計上しています。１４節の重機借上料が支出の

主なものです。 

 同じく１２８ページ、３目の文化財補助事業費では、２９，００１千円を計上して

います。財源としては、対象経費の５０％が、遺跡発掘調査費として国から補助され

ます。 

 本年度は、曽根田地区の宮野前Ａ、これは、昭和６３年に調査をしたものでござい

ます。宮野前Ａ、それから、西田、玉虫遺跡、これは、平成元年に調査をしたもので

ございます。それから、砥上地区の柏木、宮の元遺跡、これは、平成３年に調査をし

たものでございます。 

 この報告書の作成費用、１８，８１３千円と、朝倉古窯群の八並と山隈の窯跡遺跡

の本格調査費６，１８３千円、栗田の若宮古墳群の本格調査費４，００５千円を計上

いたしております。 

 主なものは、７節の整理及び調査のための臨時職員の賃金と、１３節の地形測量委

託料、写真撮影委託料、地中探査委託料などでございます。 

 次に、１２９ページをお願いします。 

 ４目埋文調査受託事業費については、試掘調査により埋蔵文化財調査の必要が生じ

た場合の調査費用として、４，８０５千円を計上しています。 

 昨年は、多目的運動公園予定地の調査費用が４，１８５千円ありましたが、その分

は、今年は減となったものです。 

 主なものは、発掘調査作業員の賃金と１３節の委託料などでございます。財源はす

べて受託事業収入の文化財調査委託金でございます。 

 以上、教育課関係の予算について、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  各小中学校ともですね、学校管理費と教育振興費の中に需用費がそれぞれ出てきて

いるんですが、尐ないところが１，６４０千円、多いところで５，７１０千円、この

差は、生徒数、児童数の関係もあると思うんですが、何でこんなに差があるのか、お

尋ねをいたします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 需用費の中には消耗品費の他に、修繕料それから光熱水費等も、燃料費等も含まれ

ておりますので、それぞれの学校の規模によりましてですね、そういった、特に光熱

水費、それから燃料費等はですね、そういった関係で増減がございます。 

 消耗品費につきましては、基本的に生徒数それから学校の規模というか、教室数、
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そういったもので基本的な金額を算定をし、それに学校の事情を聞きながらですね、

増減をしておるところでございます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今出した数字は、需用費の中の消耗品費だけだったんですね。それは後で計算しま

す。 

 それともう１つ、コミュニティスクール事業なんですけれども、小学校は国の補助

があるということで、１校当たり５００千円、中学校は補助がなくなったということ

で２５０千円上がっていますが、それでコミュニティスクール事業ができるのでしょ

うか、お尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 ２年間の補助対象期間中につきましては、それぞれの学校への導入、立ち上げのた

めのですね、先進地等の視察等の経費等を含めておりましたけれど、２年間補助が終

わりますと、そういったところの費用が必要なくなりますので、後は通常の運営協議

会の委員さんたちの日当とか、そういった部分の経費、後はコミュニティを進めてい

く上での調査資料代、そういったところでございますので、小学校は５００千円に対

して２分の１の２５０千円の補助です。中学校はその補助がなくなりましたので、単

独分の２５０千円ということで計上をさせていただいております。以上です。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  各学校の委託料について、お聞きします。 

 各学校には、学校警備委託料、電気保安業務委託料、いろいろありますが、特に、

学校警備委託料の金額がですね、夜須中、東小田、中牟田、１０６万ぐらい出してお

ります。 

 それに反してですね、三輪中学校が６４万、三輪小が８７万とですね、差がありす

ぎますが、学校の大きさ等じゃないと思うんですが、なぜこの大きな差が出ているの

か、ご説明をお願いします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 この学校警備関係の業務委託につきましては、基本的に入札を行っております。そ

の積算につきましては、管財のほうでですね、計算をされておりますので、ちょっと

詳細な中身まではございませんけど、結論としては入札の結果でございます。以上で

す。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  学校の警備あたりはですね、そんなに大きな差があるもんじゃないと思うんですよ

ね。三輪中と三輪小学校、かなり尐ないんですよ。三並小学校辺りが、小さい学校で

ありながら９６８千円。 

 やっぱりわずかな金額でもですね、経費削減していくことが大事だと思います。 

 業者選定もできれば統一をして、なるだけ安くして経費を落とす。こういう努力、

施策も大事じゃないかな。 

 これは、各学校に任せてあるんですか。教育課としては全くタッチされてないんで

すか、お願いします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 前段の業者の統一という話もございましたけれども、これは、入札の段階において

ですね、業者の説明とかプロポーザルと申しますか、そういった形で業者の説明をす

る中でですね、その警備会社の、例えば機械警備した場合に、異常があったときに、
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どれだけそこに早く到着できるかということで、その警備会社のですね、そのステー

ションというか、そちらの配置の場所等の問題もありましてですね、業者がですね、

三輪地区と、それから夜須地区と業者が別になっている、結果的にですね、入札の結

果別になったということでございますし、施設の部分につきましては、基本的に町有

施設ということで、その町の財政管財課のほうでですね、そういった処理はしていた

だいているところでございます。以上です。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  今の説明、納得できないんですけどね。 

 筑前町の距離の中で、片や６４万、片や１００万という数字は大きすぎます。 

 ぜひ、なるだけ経費を、教育関係にはですね、予算的なものを削ってくれとか言い

たくないんですよ。しかし、こういう経費は別問題でございますので、なるだけ経費

のかからないような業者の選定の検討をですね、しっかりもう１回研究、検査してい

ただきたいと思います。 

 樹木関係はですね、樹木の量とか地元の業者を使わないかんとかいうことで、差が

あるのは十分承知しておりますけど、こういうものはできるだけ業者選定に目を光ら

せて、なるだけ削減をしていただきたい、よろしくお願いしておきます。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  予算書の１０１ページでございます。 

 ２２節の補償補填及び賠償金５，０００千円ということで、昨年同額ということで

ご説明を受けたわけでございます。 

 通学時の児童・生徒の事故ということで、２３６件、２，３３０千円の給付であっ

たということがですね、２５年度の予算と同額ということで説明を受けたわけでござ

います。 

 それで、２点お尋ねいたしたいと思いますけども。 

 万一災害に備えるということで、こういった予算はよろしいかと思われますけれど

も、やはり児童・生徒の通学時の事故、けが等がないことを願うわけでございますが。 

 この算定の基になっている休学ですね、休学を要するような通学災害が何件ほどあ

ったものなのかなと。給付にも繋がるわけでございますので。 

 それから、もう１点はですね、安全通学という点からですね、そういった事故等に

繋がった原因とか要因とか、そういったものが改善をなされたものであるか、また、

繰り返し同様な災害があってはならないということを願うわけでございます。 

 その辺りについての、改善等も含めて２４年度なされて、そして２５年度は予算は

計上しているけどですね、通学時の事故災害を減らしていきたいということであるか

と思われますけれども、その点について、お尋ね申し上げたいと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 委員ご質問の部分でございますけれども、この給付につきましては、通学よりも学

校内での負傷等が大多数でございます。 

 議員が言われました、通学時によって休学をするような件数というのは、ちょっと

今把握をしておりません。 

 基本的に負傷の中身としまして、骨折、ねん挫、脱臼、それから打撲、切り傷、や

けど、そういったものがですね、毎月各学校から報告がなされ、それに基づきまして、

うちのほうから請求をいたしているという状況でございますので、集計的にはです

ね、先ほど申しましたように、２４年度の２月末現在で、件数として２３６件という

ことで集計をしておるところでございます。以上です。 

 委 員 長  一木委員 
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 一木委員  今、詳しく説明をいただきましたので、内容等が分かったわけでございます。 

 通学も含むということでございますでしょうけれども、この主なところは、学校内

での部活を含めてのけが等であるということでございます。 

 通学も学校内でのけがもですね、いろんな原因、要因等があるわけでございますの

で、この辺りはしっかりとその辺りをつかまれてですね、対策等を講じていただきな

がら、保険はやはり必要でありますしですね、尐なくて、事故も件数も尐なくなるよ

うにですね、ご努力をお願いをいたしたいと思います。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今回は骨格予算ということで、安全面で緊急を要するもののみ計上という説明でし

たが、夜須中の柔道場の畳替え、前回、来年度の予算で計上したいというお話でした

が、上がっていないようですが、上げてない理由をお尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 安全面での緊急性ということでございますが、現在もまだ畳はあるわけでございま

す。その予算につきましては、政策的予算ということもありまして、骨格予算の保留

事業の中に入っているところでございます。以上です。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  予算書の１２７ページの文化財の保護という中で、総務費、事業名の説明がござい

ました。  

 本来の多目的運動公園の発掘調査が現在行われておるわけですが、この調査期間は

大体どのくらいなのか、そして、これまで調査された中で、何か新たな貴重な遺跡の

発掘があったのか、この点について、お答えいただきたいと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 多目的運動公園の文化財の調査につきましては、平成２４年度の予算に計上してお

りますので、３月３１日までが一応期限となっております。 

 それで、現在、最後の仕上げと申しますか、そういうところで調査を行っているわ

けでございますが、現時点でですね、野球場のセンター側の一番奥のところに窯跡が

出たということで、その件につきましては、現在、文化庁と協議中でございます。以

上でございます。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  予算書の１１５ページの学校建設費、夜須中学校分で今回減額ですが、学校建設費

ということの、このグラウンド整備工事実施計画がもう終わっているからということ

で減額になっていると思いますが、骨格予算ということで、その後の予算措置という

のはなされてないんだろうと思いますが、補正予算でグラウンド整備というのはなさ

れるというふうなことで理解していいのかですね、政策的なものもあるとは思うんで

すけれども。 

 それとまた、テニスコートに隣接している道路がございます。南側にですね。それ

と同時の工事になるんじゃないかなと思いますので、その点の確認をさせていただき

たいと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 予算説明のときに申しておりますように、骨格予算ということでございますので、

査定も受けておりませんし、その辺ちょっと答えようがないということで、答弁に代

えさせていただきます。 

 委 員 長  梅田委員 
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 梅田委員  町長、その点よろしくお願いしたいと思います。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  各小中学校とも大刀洗平和記念館見学が組まれていますが、何年生を対象にされた

ものでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 小学校につきましては６年生、中学校につきましては２年生を対象といたしており

ます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  その見学は、平日の授業、ゆとりの授業か生活の授業かで行かれるんですか、お尋

ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 それぞれの学校の総合的な学習の時間というのがございまして、その時間を活用し

ながら行っております。 

 また、交通手段につきましては、町のマイクロバス等を活用して行っております。 

 また、中学校につきましては、総合的な学習時間を活用する場合と、昨年はですね、

８月の６日の出校日の日に行った学校もございます。以上です。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで、教育課を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで、休憩します。 

 １０時３５分から再開します。 

（１０：２３） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１０；３５） 

 委 員 長  生涯学習課の予算説明を求めます。 

生涯学習課長 

生涯学習課長  それでは、生涯学習課の説明をいたします。 

 １１８ページをお開きください。 

 ８項社会教育費、１目社会教育総務費１０８，６４０千円です。前年度比の１１，

９３４千円の減となっております。この減の主な理由は、職員人件費の分でございま

す。 

 社会教育総務費の主なものですけれども、嘱託職員、社会教育指導員、地域活動指

導員等の報酬、及びＰＴＡ、青尐年育成町民会議等の社会教育関係団体への補助金な

どを計上させていただいております。 

 １１９ページをお開きください。 

 １１節需用費の印刷製本費ですが、今年度策定しました子どもの約束を、来年度そ

の推進のためにポスター等を印刷するということで、昨年より５７千円ほど多く計上

させていただいておるところでございます。 

 １２０ページの１８節備品購入費の３２千円ですけれども、これは、金庫を買うと

いうことで、予定をしております。施設の使用料を一時保管したりするために必要な

ため、金庫を買うものでございます。 

 ２目めくばーる学習館費３３，３４８千円、１，２６３千円の増ですけれども、こ

れは、電気料金の値上げによる光熱水費等の増加分でございます。 
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 めくばーる施設全体の管理費を含んだ経費を計上させていただいております。 

 次に、１２１ページです。 

 ３目公民館費１１，３４２千円、主なものは、公民館長の報酬、青尐年健全育成の

ための体験活動、公民館講座、自治公民館活動支援のための補助金などが主なもので

す。 

 １節報酬の自治公民館長報酬につきましては、議会にご提案しておりますように、

報酬の改定を年額から日額に変更のため、５１５千円ほど減額のところで計上させて

いただいております。 

 ８節報償費の自治公民館長研修会及び青尐年育成指導員の研修会の講師謝金につ

きましては、新たに計上させていただいておりますけれども、自治公民館活動活性化

のための、研修の充実のための外部講師を呼んでの講習ということで計上させていた

だいております。 

 １９節負担金補助及び交付金、自治公民館等コミュニティ整備費補助金４，２８３

千円ですけれども、これは、朝日西それから朝日東、弥永区の各公園、公民館等の改

修に伴う整備費の補助金でございます。 

 ４目公民館支館費３，５５０千円です。公民館支館の維持管理費が主なもので、例

年とほぼ変わらない金額でございます。 

 １２３ページをお開きください。 

 ５目コスモス図書館費３７，２２１千円です。２，１１０千円の増となっておりま

す。 

この増加分につきましては、１５節工事請負費の図書館の工事ということで、１，

９９６千円計上させていただいておりますが、これは、夏場の暑さ対策ということで、

図書館内の雑誌コーナーにファンを取り付ける工事、及び図書館の電算システムのサ

ーバーラックを移設し、空調を取り付ける工事を行うためのものでございます。 

 続きまして、６目めくばーる図書館費でございます。３４，７０１千円、ほぼ前年

と同額ですけれども、２５年度から子どもの読書活動推進計画の推進に取り組みま

す。 

 毎月２３日を読書の日、省テレビ、省ゲーム、そして内読の勧めを行ってまいりま

す。そのため、１節の報酬の中に、子ども読書活動推進協議会を引き続き設置して、

ここで、その進捗状況を点検してするものでございます。 

 １１節需用費の修繕料につきましては、空調設備の圧力計の交換を行うための修繕

料が含んでおるものでございます。 

 次に、１２５ページをお開きください。  

 ７目人権・同和教育推進費１２，９９１千円で、３７２千円の減です。 

 主に人権フェスタ、人権セミナー、解放子ども会活動、人権・同和教育推進協議会

負担金などが主な計上項目で、ほぼ例年どおりの予算となっております。 

 １１節の需用費、太鼓修繕料１４７千円ですけれども、これは、燎源太鼓の一部張

り替えというところで計上させていただいております。 

 １２６ページ、８目文化振興費です。１７，３４０千円ですが、主な支出内容は、

自主文化事業の委託料、町民ホール・ふれあいホール舞台関係の保守点検の経費、町

民ホール舞台オペレーターの業務委託、及び文化協会の補助金が主なものでございま

す。 

 １３節委託料の自主文化事業委託料５，５００千円ですが、これにつきましては、

マンスリーコンサートをはじめとした講演会等の経費でございます。 

 １４節使用料及び賃借料のＪＡＳＲＡＣ使用料というのを計上させていただいて

おりますが、これは、日本著作権協会に著作権使用料を支払うための経費でございま

す。 
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 次に、１３０ページをお開きください。 

 １０項保健体育費、１目保健体育総務費です。７，１９３千円、２，０１９千円の

減となっております。 

 この減額の理由は、スポーツフェスタ事業の一環として、２４年度はスポーツ活性

化にゲストを呼んで、マラソン大会を実施しましたけれども、２５年度はそういった

有名ゲストランナーの招へいは行わないために減額になっているものでございます。 

 保健体育総務費は、社会体育推進のための予算で、町民ソフトボール大会をはじめ

とした各種スポーツ大会、体育協会、スポーツ尐年団への補助金などが主なものでご

ざいます。 

 １３１ページをお開きください。 

 １３節委託料のスポーツフェスタ事業委託料３００千円ですが、これは、ソフトボ

ール大会、マラソン大会、ビーチボール大会を各関係団体に委託して行う、その委託

料でございます。 

 １９節の負担金補助及び交付金のスポーツ尐年団補助金ですけれども、昨年よりも

２８０千円増額となっております。これは、２５年度より新たにレスリング尐年団、

それから空手尐年団が、このスポーツ尐年団に加わるということで、その分の補助金

の増でございます。 

 ２目体育施設費２８，２５４千円です。昨年より６８２千円増額ですけれども、こ

れは、電気料金の値上げによる増額でございます。 

 体育施設の維持管理費で、町内にあります農業者トレーニングセンターほかグラウ

ンド等の体育施設の維持管理費でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  予算書の１２３、１２４、１２５ページにかけてですが、めくばーる図書館は、図

書資料購入５００万、コスモスが６５０万なんですが、ＴＲＣのマークの委託料が倍

以上になっているんですね、これの説明をお願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 このコスモス図書館のほうは、１，０５７千円、それから、めくばーるのほうが４

７８千円ということで、約倍ということですけれども。 

 これは、購入冊数の違いによるマークの、本にマークを付ける場合にですね、その

冊数が違うために、極端にこういうふうに大きく開いておるというのが理由でござい

ます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  だから、質問の中でも言いましたけど、図書資料購入、めくばーるが５００万、こ

れで何冊買ったんですか、コスモスは６５０万で何冊買ったんでしょうか、お尋ねし

ます。 

 委 員 長  今から買うんです。冊数の比較。 

生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 まず、予算に計上しています２５年度の予算の、このＴＲＣのマークの委託料の内

訳で回答したいと思いますけれども。 

 まず、コスモス図書館のＴＲＣのマーク委託料ですけれども、まず、新刉の全点案

内ということで、マーク資料が２９千円と、それから、その使用料、このマークの使

用料が、基本額というのがありまして、それが５０４千円が入っております。 
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 あとは本のマーク料が４２０千円、それからＣＤが４２千円、ＤＶＤが２９，４０

０円、ＡＶ資料の装備費用が３０，２４０円ということで、合計の１，０５７千円に

なります。 

 それから、めくばーるのほうのＴＲＣの委託料ですけれども、こちらは先ほど申し

上げました使用料ですね、使用料のほうの５０４千円が、一括してコスモス図書館費

用のほうに計上されてあるということでですね、先ほど申し上げました冊数の差では

ございませんでですね、たいへん申し訳ありません。 

 この使用料の基本額が、こちらのコスモスのほうに一括して計上されているという

ことで、その違いがあります。失礼いたしました。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  予算書の１３１ページでございます。 

 ２目の体育施設費、１１節の需用費の中の修繕料ですね、２，０００千円予算計上

でございますけれども。 

 この予算計上の内容、具体的にどういった体育施設、どのような修理を計画なされ

てあるのかを、まずお尋ね申し上げたいと思います。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 この修繕料の２，０００千円ですけれども、これにつきましては、町内のそういっ

た体育施設全部のですね、主に照明が多いかと思います。 

 照明、それからトイレ等の詰まりとかですね、そういった細々としたような修繕と

いうことでですね、大掛かりな大規模な修繕は、この経費の中には含まれておりませ

ん。以上でございます。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  ４月の末頃に、利用者の方からご相談を受けましたのが、農業者トレーニングセン

ターということで、この中には、両サイドに暗幕のカーテンがですね、天窓の下のほ

うにございます。 

 南側のほうの天窓の両端のほうがですね、かなりやはり傷んでいるというふうなこ

とでございました。私も確認をさせていただきました。 

 それから、利用者の方がお出ででございましたけれども、北側の床窓のところが、

夏場は開けたいんだけれども、開けるとボール等が外に飛び出すということで、ネッ

ト等を張って対応しているということで、網戸がないと。南側は網戸があるというこ

とでですね、傷んでなくなったということでございます。そういったことをお願いし

たいなということでございました。 

 それから、もう１点が天井ですけれども、雤漏りがあるということで、余計雤が降

る時は、バケツ等をですね、ちょうど真ん中付近かと思われます。バケツ等を置いて

ですね、雤漏り等の対策をしていると。床が、雤が降って濡れた場合は、利用者の方

が滑って転ぶ、けがするということ等でございます。 

 そういうことで、私も確認をさせていただきまして、そういったことでございまし

た。施設の方にもお尋ねしました。 

 生涯学習課のほうにもその後伺いまして、写真も撮っておりましたので、確認をし

ていただいたわけでございます。生涯学習課のほうも確認をいただきましてですね。 

 それでもって、この修繕料の中でですね、計画をしていただけるものなのかなとい

うことで、お尋ねをさせていただいたわけでございますけれども、小規模の修繕とい

うことでございますので、今の点はですね、一応それぞれまた検討していくというこ

とでおっしゃっていただいていますけれども、どれもがまた必要な修繕の内容かと思

われます。 
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 特に、雤漏り等はやはり建物も傷みますしですね、計画的にひとつ取り組んでいた

だきたいと思いますけれども、その点につい、またひとつ課長のほうから答弁をお願

いいたしたいと思います。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 農業者トレーニングセンターの南側のカーテンにつきましては、両端のほうが確か

にですね、仮設的につけた、以前ですね。元々本来、農業者トレーニングセンターに

はカーテンが付いてなくてですね、それで、やはりどうしても南側のほうがガラス窓

ということで、まぶしいということで、その後、仮設的に付けたようなですね、カー

テンが現在付いておりますので、その点、できるだけ遮光できるようなことを今後考

えて、どれぐらいの経費がかかるものなのかを判断してですね、どうするか検討させ

ていただきたいと思います。 

 それから、網戸があるところ、ないところということですけれども、元々は網戸は

あったということで聞いております。 

 ただ、バレーボールとかバスケットのボールが網戸に直接当たると、そういったこ

とで破れて、それがですね、そのままになって、もう網戸は取り外したということで、

もし今後、網戸をまたはめ直すとすれば、鉄格子をですね、あそこ前面に作らなくて

はいけないということが考えられます。 

 そういったことから、もしそれをするとすれば、また相当な経費がかかってきます

ので、その辺りもきちんとですね、どれぐらいの予算がかかるのかを調べて、そして

必要であればまた計上したいと思います。 

 それから、天井の雤漏りにつきましては、これは、一部、特に大雤のときにはです

ね、漏れているということは聞いておりますけれども、どこから漏れているか、ある

いはそれをまた調査しということになるとですね、相当なまた経費もかかろうかと思

いますので、その辺もですね、業者と関係のそういう専門のところとですね、調査し

ていただくなりして、今後の対策を講じていきたいというふうに思います。以上でご

ざいます。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  １３１ページ、２目の体育施設費の中の賃金のことでお聞き申し上げます。 

 町民プール監視員賃金が２，５４１千円と計上されております。 

 今までの経費の中で、延べ日数と延べ人数、分かれば教えてください。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 町民プールの監視員の賃金でございますけれども、平日が６人で６時間、これが１

２日分ということで３２４千円、それに監視員の、今度は休日分が平均６．５人の９

時間の５０日分ということで、２，１９３，７５０円。それから、プール監視員の研

修ということで、１５人の２時間の１日ということで、２２，５００円。この合計で

２，５４１千円でございます。以上でございます。 

 委 員 長  久保委員 

 久保委員  学生のアルバイトとか、そういう方を雇ってあるという話を以前聞きましたけど。 

 確かにプール関係は、死亡事故も多発して安全の確保というのは大事でございま

す。 

 しかしながら、今、学校関係では保護者等がやっておりますが、この２５４万とい

うのはかなり大きな経費でございます。ボランティアの要請とかシルバー人材の雇

用、その中には責任者ももちろん必要でございますけど。 

 そういうことを加味しながら、この経費を削減していくような方法、考え方はでき
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ないものでしょうか。お願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 以前、他の自治体で、公営のプールでの死亡事故が以前ありまして、その後法律が

変わりまして、このシルバー人材等にはですね、この監視員は委託できないというふ

うに、あくまでも町が直接雇用する。若しくは、そういった資格を持っているところ

でないと委託できないというふうな法律が、昨年から変わりました。 

 それに伴って、今年度もそういうことからですね、監視、今まではシルバー人材セ

ンターの高齢者の方がですね、一部監視員もしていたんですけれども、それができな

くなったので、本年度は増額ということで、そういった理由から増額になっていると

ころでございます。以上でございます。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  ピアノの調律について、お尋ねをいたします。 

 １２０ページ、めくばーる学習館費、ピアノ調律手数料２６千円があります。 

 １２６ページの文化振興費、ここにも手数料１０８千円というのがあります。 

 このめくばーる学習館のピアノ調律手数料というのは、めくばーるにある分だと思

うんですね。 

 先ほど言いました１２６ページのは、これは、めくばーるのホールのほうの何百万

もするピアノの分ということで理解していいのかなと思っているんです。 

 夜須のほうにですね、公民館支館に寄贈されてピアノが１台ございます。そして、

コスモスのふれあいホールの方にも、これも高額なグランドピアノがあります。 

 この点のピアノ調律というのが、どのようになっているのかというのをお尋ねいた

します。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 まず、１２０ページのめくばーる学習館費のピアノ調律手数料につきましては、こ

れは、めくばーる学習館の２階にＯＡ研修室がありますが、そこのアップライトのピ

アノですね、その分の調律でございます。 

 それから、１２６ページのピアノの調律手数料の１０８千円につきましては、これ

は、町民ホールにありますグランドピアノはですね、ステージにありますグランドピ

アノと、それからホアイエにありますグランドピアノ、この分の調律でございます。 

 なおですね、公民館支館費の、１２３ページの役務費の中の手数料がありますが、

これが公民館支館のピアノの調律の手数料でございます。以上でございます。 

 それから、ふれあいホールはですね、ふれあいホールの分の手数料につきましては、

文化振興費ですね、先ほどホールの２台を申し上げましたが、それにもう１台プラス

ですね、ホールの分は文化振興費のほうの１０８千円の中に含まれております。失礼

いたしました。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  先ほど申しましたように、公民館支館のピアノはですね、やはり寄贈されて、私た

ち使わせてもらっているんですが、もうそれは２０年ぐらいは経っていると思いま

す。 

 しかしながら、ちょっと音が外れた部分もございましてですね、そのまま使ってお

りますけれども、やはり寄贈していただいた方の気持ちを考えれば、そういったこと

をきちっと調律をしていただきまして、ちゃんとした状態で使えるように、やっぱり

すべきじゃないかなというふうに考えます。 

 それとグランドピアノが、コスモスとめくばーるのほう、これは、プロの方とか発
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表会とか、そういったときに使われていると思いますが。 

 やはりグランドピアノ、高級なものになりますと、ちゃんとした管理が必要になる

と思います。部屋があって、そこで空調的なものも管理されて、保管をされているん

じゃないかなと思います。 

 めくばーるのほうのグランドピアノがどういう状態で保管されているのかは知り

ませんが、コスモスのふれあいホールのグランドピアノ、そこの保管場所の中にはで

すね、いろんな資材がありますので、置き場所がないということもあるんでしょうけ

れども、ピアノの保管場所の中に、ものすごくいろいろ資材が入った状態なんです。 

 そういったことで、やはれそれは改善すべきじゃないかと考えますが、見解をお尋

ねいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 まず、支館のピアノにつきましては、年１回の調律を行っております。他のピアノ、

グランドピアノ等についてはですね、定期的に演奏会とかあっておりますので、その

演奏会に使われる方がですね、その弾かれる方に合わせたようなまた調律をですね、

１回１回されてありますので、調律の回数は、うちでやっている以外にもあっている

ということで、違いがあろうかと思います。 

 それから、グランドピアノの保管の場所の件ですけれども、ふれあいホールのグラ

ンドピアノにつきましては、今、梅田委員ご指摘のとおり、そのグランドピアノを入

れておる部屋の中にですね、ステージで使う演台とかですね、一部机でありますとか、

そういったものも入れております。 

 なかなかそういう、なおす適当な場所がなくて、そういったようになっているのだ

と思っておりますので、今後そういったものはですね、他のところに保管できるかど

うか、十分検討して改善に努めてまいりたいと思います。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  グランドピアノにおきましては、ちゃんとした、そのために保管場所というものを

作られておりますので、適切な保管をしないと、かなりの高額のピアノであります。 

 プロの方が演奏するときに、調律をしてから使用するからいいんだというものでは

ないと思いますので、十分その辺の検討をお願いしたいと思います。 

 それと、公民館支館のピアノは、調律をしてくださっているという説明でございま

したが、やはりどうしても音が外れている箇所がありますので、やはりきちっと使え

る調律をしていただきたいということをお願いしておきたいと思います。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 グランドピアノ、あるいは支館のピアノですね、今後もきちんと保管に努めてまい

りたい、そして、管理もですね、しっかりと努めてまいりたいというふうに思います。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これで、歳出を終わります。 

 続きまして、歳入の説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  それでは、平成２５年度一般会計予算の歳入の説明を申し上げます。  

 予算書の１０ページをお願いいたします。 

 先月の全員協議会なり、昨日の予算の概要の中でも歳入の説明をしております。で

きるだけ重複しないような説明をしたいというふうに考えております。 

 １０ページ、１款町税でございます。 

 １項の町民税から１１ページ中段の５項入湯税まででございますが、総額で２，９
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０７，３５２千円を計上いたしております。 

 この中で、軽自動車税あるいはたばこ税については、増額というふうになっており

ます。しかしながら、町民税以下の税については減額となっております。 

 また、この中の２項の固定資産税の２目に国有資産等所在市町村交付金がございま

す。今回５５６千円の増額と見ておりますけれども、これは、県有財産、これの償却

資産部分の未通知分、これがあったためにですね、５カ年間の遡及で交付金をいただ

くという形で、この部分を増額として上げて計上いたしております。 

 それから、２款の地方譲与税につきましては、平成２４年度の決算の見込みと国の

地方財政対策の自動車重量税の見込みに対応して、減額で計上いたしております。 

 ３款の利子割交付金から１２ページ、８款の自動車取得税交付金まで、これについ

ても２４年度の決算見込み等で計上をさせていただいております。 

 それから、下段の９款の太刀洗通信所の交付金は、昨年同額で見込んでおります。 

 １３ページ、１０款の地方特例交付金は、１７，０００千円の減額でございますけ

れども、２４年度の決算見込みで計上しております。これは、住宅ローン減税、この

部分が交付金として来ておりますが、この部分の減でございます。 

 地方交付税につきましては、３，７０９，４４９千円を計上しております。国の地

方財政対策で、総額で２．２％の減額がされておると。それから、職員人件費等の抑

制策、本町引き直しますと、約７６，０００千円ほどの減額になるということで、そ

れを減額で見ております。 

 それから、留保分として、特別交付税と合せて２億円、一応、予定をしております。 

 １２款は、交通安全対策特別交付金、昨年同額で計上をいたしております。 

 １３款分担金及び負担金でございますけれども、それぞれ説明に記載の事業の分担

金で、説明については省略をさせていただきますけれども、この中の１項分担金の民

生費分担金、これにつきましては、包括支援事業分担金がございます。 

 介護保険の包括支援センターが広域連合から町へ移管されたことによって、新たに

出てきたものでございます。 

 次に、１４ページでございます。 

 １４款使用料及び手数料で、１項の使用料の２目大刀洗平和記念館入館料につきま

しては、入館者の見込み減によりまして、昨年よりも１７，０００千円の減、３７，

０００千円を計上いたしております。 

 １５ページ、土木使用料の住宅使用料につきましては、４，８７０千円の増、８０，

６３３千円を計上いたしております。 

 １６ページからの１５款国庫支出金でございますけれども、それぞれ説明欄に事業

名を記載しておりますので、主なものだけ説明を申し上げたいと思います。 

 １項３目、１節に子ども手当負担金として、３６１，０１６千円を計上いたしてお

ります。 

 ２節の児童福祉負担金につきましては、本年は民間保育所が２カ所増えたことによ

ります国庫分、５９，５６８千円の増額で、９４，９８２千円を計上いたしておりま

す。これにつきましては、運営費の５０％が国庫、これに県、町それぞれ２５％を加

算して運営がなされるということになります。 

 ４目、１節保健衛生負担金の未熟児養育医療負担金につきましては、県より移管さ

れた新規事業でございまして、未熟児に対して、医師が入院養育を必要と認める者へ

の養育に必要な医療給付の国庫負担分でございます。 

 １７ページでございますけれども、２項７目、２節の道路整備費補助金の社会資本

整備総合交付金は、南北線道路改良、まちづくり交付金事業でございます。 

 ５節住宅費補助金の社会資本整備総合交付金は、主に公営住宅建設の交付金でござ

います。 
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 ６節公園整備費補助金の社会資本整備総合交付金につきましては、多目的運動公園

整備事業の交付金でございます。 

 １８ページ、１６款県支出金でございます。 

 １項３目、６節社会福祉負担金につきましては、金額は尐のうございますけれども、

民生委員、児童委員の本年度３年ごとの改選期になります。そういった関係の負担金

でございます。 

 １９ページ、２項２目、２節企画費補助金につきましては、朗読指導、戦跡フィー

ルドワークガイドに必要な、戦跡地図等の印刷製本費を、県の個性ある地域づくり事

業補助金、補助額２分の１を受けて行うものでございまして、その補助額でございま

す。 

 ２０ページ、安心こども基金につきましては、昨年までは国庫の子育て支援交付金

事業を、各都道府県に設置の安心こども基金を積みまして、県費事業として、国庫か

ら県費に移管されて交付されるものでございます。  

 ページが飛びまして、２２ページでございますけれども、１７款財産収入でござい

ます。 

 ２目各種基金の利子につきましては、６，７４５千円の増としまして、増で３９，

６７０千円を計上いたしております。 

 ２３ページ、１９款２項の基金繰入金につきましては、８４６，６９６千円の増額

でございまして、総額１，３９４，８２３千円を計上いたしております。 

 この基金ごとの繰り入れの事業につきましては、全員協議会資料の№２の５ページ

に記載しておりますし、説明もいたしておりますので、ここでの説明は省略させてい

ただきます。 

 次に、２４ページ、２０款繰越金から２１款諸収入につきましては、説明欄に記載

のとおりでございますので、説明を省略させていただきます。 

 次に飛びまして、２８ページ、２２款町債でございます。総額、前年比２９８，０

９１千円の減でございます。額的には８６４，１０９千円の借入予定でございます。 

内容等につきましては、全員協議会の資料№１の６ページに記載しております。説

明については、省略させていただきます。 

 以上で、歳入の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

一木委員 

 一木委員  お尋ねいたします。 

 ２２ページでございます。 

財産貸付収入の土地建物貸付収入で、篠隈保育所敷地の賃貸料ということで、１，

０４４千円が計上されてありますけれども、これにつきましては、敷地ということで

土地ですね、建物というのはどのようになるものか、なっているものかということで、

お尋ねを申し上げたいと思います。 

 これは、民営化に伴うことじゃないかなというふうに理解をしているところですけ

れども、土地、建物で、土地の賃貸、建物というのは含まれているのか、どのような

取り扱いなのかということでお尋ね申し上げたいと思います。 

 委 員 長  財政課長 

 財産課長  説明申し上げます。 

 土地につきましては、有償ということでですね、これは、篠隈保育所の民営化に伴

う、あそこの土地の有償。固定資産相当額と言いますか、そういった形で確か算定を

しておったと思います。 

 それから、建物につきましては、無償貸与ということであったと思っております。
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以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  予算書の２０ページです。 

 民生費県補助金の中の上から６番目、安心こども基金１５，５７８千円あるんです

けど、これは、どういった事業に使うことができるのか、お尋ねします。 

 委 員 長  財政課長 

 財政課長  後で調べてお知らせしたいと思います。すみません。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  予算書の最後の説明であった、２８ページですけど、臨時財政対策債がですね、２

５年度については、５８４，０００千円ということで、昨年と比較しまして、これは、

やっぱり骨格予算でこういった額になっておるのか、その点お答えいただきたいと思

います。 

 委 員 長  財政課長 

 財政課長  これにつきましては、地方交付税の一部、現金で国が交付税措置ができないから、

こういった形で借金してくれということでございまして、これは、町が骨格予算を組

んでいるから、その額ということではございません。あくまでも国の財政計画の中で、

この総額が定められます。それに基づいて、まだ町としてはまだ見込みでございます。

筑前町にいくら来るかという部分についてはですね、まだはっきりした額は定まりま

せんけれども、そういった大まかな見込みでしておる部分でございます。 

 委 員 長  福本委員 

 福本委員  実は昨年が、確か４５億だったと思います。 

 ４５０，０００千円ですか、分かれば教えていただきたいと思います。 

 委 員 長  財政課長 

 財政課長  臨時財政対策債、昨年度でございますか、５８０，０００千円でございます。 

 当初予算概要、全協資料の№１、資料の中に記載をいたしております。 

 委 員 長  財政課長、後のやつは分かりました。 

財政課長 

 財政課長  先ほどの河内委員からの安心こども基金の事業の中身ということで、こども課から

資料をいただいておりましたので、それに基づいて説明申し上げたいと思います。 

 これにつきましては、事業面につきましては、３点あるようでございます。 

 １つは、保育所での一時預かり事業、この部分が１，５７０千円。 

 それから２点目が、保育士等処遇改善臨時特例事業、これが５，４１０千円、民間

３保育所への補助だそうでございます。 

 それから３点目に、地域子育て支援拠点事業、あいあいとたんぽぽの運営補助金７，

４００千円。 

 その３つの事業のようでございます。以上でございます。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２１号「平成２５年度筑前町一般会計予算について」を、採決し

たいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２１号「平成２５年度筑前町一般会計予算について」は、原案
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のとおり可決されました。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで、休憩をします。 

 午後１時２０分から再開します。よろしくお願いします。 

（１１：２８） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１３：２０） 

 委 員 長  議案第２２号「平成２５年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算について」を、

議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  国民健康保険事業特別会計について、ご説明申し上げます。 

 まず、１ページをお開きください。 

 平成２５年度筑前町の国民健康保険事業特別会計の予算は次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出の総額を３，４１９，３６２千円とします。これは、対前年度比

０．１％の増ですが、２４年度の補正予算（第２号）と比較しますと、１．５％の減

になっております。 

 第２条ですが、借入の最高限度額は５０，０００千円とさせていただきます。 

 第３条、第１号につきましては、人件費に過不足を生じる場合、款内の流用ができ

るという規定でございます。 

 第２号につきましては、保険給付費に過不足を生じる場合、款内の流用ができると

いう規定でございます。 

 予算の概要でございますけれども、平成２５年度の国民健康保険事業特別会計の特

徴としましては、まだ２４年度分が大きく変化する要素がございますが、２４年度赤

字の場合につきましては、２５年度からの繰上充用が必要なってくるということも想

定されます。 

 これにつきましては、決算確定と同時に補正が必要となりますので、専決処分をさ

せていただくことになると思います。 

 また、国民健康保険税につきましては、医療費は安定していますし、税率も県下の

平均よりも高い状況であり、経済状況もまだ不安定ということもあり、運営協議会の

中で据え置きという意見を得ています。 

 歳入につきましては、一般会計が骨格予算ということもあり、法定外の繰り入れを

予算化しておりません。その分も含め、国庫支出金に対する期待を込めて、国庫支出

金に上乗せしたものになっています。 

 国保会計におきましては、大きな施設分のほとんどが制度により義務付けられた支

出でありますけれども、８款の特定健診につきましては、予算額は昨年並みですけれ

ども、地域健診と予約制の確立を図るというところで、予算化しているものでござい

ます。 

 それでは、事項別明細で説明したいと思います。 

 まず、１４ページをお開きいただきたいと思います。 

 １款１項１目一般管理費につきましては、６，０００千円ほどの減額ですけれども、

この分につきましては、育児休暇分の嘱託職員の報酬がなくなったことと、２節から

４節は６名分の人件費の減額が主な理由でございます。 

 また、保険証のカード化に伴う分につきましては、封入れ作業分と保険証の印刷費
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を、１１節需用費に印刷製本として一本化をしております。 

 同じく１４ページの２目ですけれども、連合会負担金につきましては、ほぼ昨年同

額でございます。 

 １５ページ、２項１目賦課徴収費もほぼ昨年と同額です。 

 ３款１項１目運営協議会費につきましては、実際の会議日数に合せて減額をしてお

ります。 

 次に、１５ページから１６ページですけれども、２款の１項から３項ですが、ここ

数年退職者への移行が多く、その結果、一般被保険者分は高額療養費を除き、１項療

養諸費から３項移送費までの全体で２．６％の減額になっております。反面退職者医

療分は、４１．２％の増額になっています。 

 ただ、退職者医療分は、支払った費用から退職者の税相当分を差し引いた額が、療

養給付費交付金として交付されますので、国保の一般会計にはほとんど影響がないと

いうことで、対象者の把握や勧奨に努めているところでございます。 

 次に、１７ページ、２款４項出産育児費、５項葬祭費につきましては、昨年と同額

を計上しております。 

 ３款１項１目、２目、後期高齢者支援金、後期高齢者事務費拠出金ですが、社会保

険診療報酬支払基金に支払うものですけれども、基金が示した額により計上していま

す。項全体で４．５％の増でございます。 

 次に、１７ページから１８ページにかけてでございますけれども、４款は、前期高

齢者納付金ですけれども、７０．７％の減額になっております。 

 次に、６款１項１目介護納付金も社会保険診療報酬支払基金に支払うわけですけれ

ども、基金が示した額により計上しております。４．２％の増でございます。 

 ７款１項共同事業拠出金ですけれども、１目から４目は、高額な医療費が発生した

場合に、拠出された中から分配を受ける制度で、保険者間の均衡を目的としたもので

ございます。 

 １目の高額医療費拠出金は、８００千円以上の医療費を対象として、２目の保健財

政共同化安定事業拠出金は、３００千円以上の医療費を対象とした制度です。 

 これも国保連合会の試算により計上しておりますが、１目高額医療費拠出金が４．

４％の減、２目保健財政共同化安定事業が０．６％の減です。 

 ３目、４目については、その事務費でございます。 

 １９ページ、８款１項１目特定健康診査等事業費は、特定検診受診率向上計画を作

り、２５年度予算としては、対象者の増加を勘案し、３５％ほどの受診率で予算化し

ています。 

 ２５年度は、地域で健康についての意識を高めていただくためと、予約検診の浸透

を目指して地区健診を実施するために、予算成立前ではありますが、地区公民館等へ

説明に回っております。 

 １節報酬については、検診での重症者対策に力を入れ、医療費削減を図るため、多

受診等の指導者の報酬を、８款２項２目の健康づくり推進費から特定健康診査等事業

費に移しています。この分が増額の主な要因でございます。 

 ８款２項１目疾病予防費は、レセプト点検や医療費通知などの経費を計上していま

すが、７．２％の減額です。２４年度見込みに合せて減額を行っております。 

 次に、２０ページ、８款２項２目健康づくり推進費は、パンフレット作成のみの計

上をしております。 

 ９款１項１目国民健康保険給付費支払準備基金は、科目保全でございます。 

 １０款１項１目利子は、一時借入に対する利息でございます。 

 ２１ページ、１１款１項１目及び２目は、一般被保険者、退職被保険者への国保税

の過年度還付金でございます。 
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 ３目については、科目保全でございます。 

 １２款１項１目予備費につきましては、２０，０００千円を計上しております。 

 次に、歳入でございます。８ページでございます。 

 １款につきましては税ですけれども、２４年度の調定見込額を基本に、９４％の収

納率で計上をいたしております。 

 ２４年度の当初予算と比較しますと、１目一般被保険者分については、０．２％の

増です。 

 ２目退職者分につきましては、先ほど歳出のところでふれましたけれども、退職被

保険者の伸びを勘案し、２２．４％の伸びで計上いたしております。 

 次に９ページ、２款１項１目督促手数料は、実績に合わせて３３．３％の増です。 

 ３款１項１目療養給付費負担金は、療養給付費の２分の１が公費負担され、うち２

４年度から前期高齢者交付金を除いた額の、国が３２％、２３年度までは３４％でし

たけれども、県が財政調整交付金として９％、２３年度までは７％です。残り９％は

財政調整交付金で交付されますが、療養給付費負担金としては３１．７％の増で計上

しております。 

 ２４年度もそうでしたけれども、赤字分を国庫補助の増額を期待して、この項で調

整しているため、大幅な増になっています。 

 ２目高額医療共同事業負担金は、国保連合会の試算で計上しておりますが、国が４

分の１を負担するもので、４．４％の減です。 

 ３目特定健康診査負担金は、基準額の３分の１ずつを国、県で負担するもので、５％

の減でございます。 

 ３款２項１目財政調整交付金は、先ほど説明しました９％の分ですけれども、３０．

１％の増です。 

 説明欄の特別調整交付金は変動が激しく、２３年度は６，６００万ほどありました

が、２４年度は２，７００万ほどになっております。 

 ２２年度までは５０万から２００万ほどということで、不安定でしたので、２４年

度までは予算計上していませんでしたが、２５年度分からは２３年度程度の金額を期

待して計上しております。この分が大幅な伸びになっております。 

 また、昨年までは２目出産育児費補助金がありましたが、制度の変更によりなくな

っております。 

 ４款１項１目療養給付費交付金は、退職者分の支出から税相当額を差し引いた分が

交付されますが、２４年度の見込額を参考に計上しています。 

 ２３年度から退職者被保険者の増加に伴い医療費も増加し、２５年度も増加が見込

めますので、３５．６％ほどの伸びを見込んでいます。 

 次に、１０ページでございます。 

 ５款１項１目前期高齢者交付金につきましては、２年後に清算があり、２４年度は

大幅な調整額は増額でしたけれども、２５年度はマイナスの清算が予測されるため、

１２％の減額になっております。 

 ６款１項１目高額医療費共同事業負担金は、先ほどの国費同様拠出金の４分の１を

県が負担するもので、４．４％の減です。 

 ２目特定健康診査等負担金も国費同様３分の１を県が負担するものですけれども、

５％の減でございます。 

 ６款２項２目財政調整交付金は、医療費に対する県が負担する９％の分で、実績に

応じた額を計上しております。２．５％の伸びを見込んでいます。 

 ７款１項１目高額共同事業交付金は、８０万以上の医療費が発生した場合、その医

療費を共同で処理するための制度で、そこから交付される交付金です。連合会の試算

に基づき、これも計上しております。０．０３％の減です。 
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 ２目保健財政共同化安定事業交付金は、３０万から８０万の医療費に対して行われ

る制度で、その交付金です。同じく連合会の試算により、０．７％の減です。 

 次に１１ページ、８款１項１目利子及び配当金は科目保全でございます。 

 ９款１項１目繰入金の１節から５節までにつきましては、法定で定められた繰入金

です。 

 ２４年度までは法定外の繰り入れがこの項にありましたので、２５年度は骨格予算

ということで、当初予算に計上しておりませんので、大幅な減額になっております。 

 １０款については、科目保全でございます。 

 次に１２ページ、１１款につきましては、１項１目及び２目は、一般被保険者、退

職被保険者の税の滞納に対する延滞金でございます。 

 ４項１目は、一般被保険者第三者納付金で、交通事故などで国保が立て替えて支払

った分を、加害者から納めていただくものでございます。 

 ６目につきましては、特定健診の自己負担金でございます。 

 １１款のその他の目につきましては、科目保全でございます。以上でございます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

宮原委員 

 宮原委員  国保特会も２５年度予算、非常に大変なようでございます。 

 １、２点質問しますが。 

 まず、２０ページの健康づくり推進事業、これ予算が２００万ぐらいの、約４１万

ですか、４２万ぐらい。パンフレット作成だけというふうになっておりますが、そこ

ら辺はどういう、予算がへずられた内容はどういう内容ですかね。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  この目につきましては、そこに上げています印刷製本につきましては、パンフレッ

トの作成費でございますが、ここで頻回多受診者の訪問指導の予算を昨年までは計上

しておりました。 

 ただ、これには保健師の資格であるとか、いろんなものがございまして、かなり募

集をかけておりましたけれども、保健師さんが見つからないというようなこともあり

ましてですね、それならば管理栄養士でですね、重症者の方に対する指導のほうに切

り替えようということで、その報酬分を、１９ページの８款１項１目の特定健康診査

等事業費のほうに移したために、こちらが減額になったものでございます。以上です。 

 委 員 長  宮原委員 

 宮原委員  それは分かりました。 

 それで、この特会、高齢者社会ですから、もう年々年々給付費が増えていくわけで

ありますが、やはり給付費をいかに削減するかということで、そういったいろんな取

り組みがされていかなくちゃいかんと思いますけれども。 

 先日の一般質問、副議長の一般質問で、いかに健診率を上げるかというような格好

で、３５％ぐらいまでは努力したいということでございましたけれども、それはそれ

で頑張ってもらわなくちゃいかんと思いますが。 

 今、周辺の市町村を見ますとですね、非常に健康体操というんですかね、健康づく

り、高齢者の。そういうのが非常に、ひとつのブームになっております。小郡市にせ

よ、大刀洗町にせよですね。それによってですね、非常に高齢者が元気になっていく

と。非常に好評だということで、今、ケービレッジですかね、それでもですね、非常

に放送しよるわけですよ。私も何回か見たわけですけどですね。 

 そういった取り組みを今後、やっぱりやって行かなくちゃいかんのじゃないかとい

うふうに思っておるところでございますが、いろいろ聞いてみますとですね、やはり

元体育系の先生あたりが指導者になって、わずかのひとつの金額でそういう指導をし



 25 

てもらっておるということですけれども、そういうことに対してですね、健康課とし

て、どんなふうにお思いでしょうかと思って。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 特定健診の受診率等につきましては、今、予算の中でも説明しましたけれども、２

５年度３５％ぐらいを目標に頑張っていきたいということで、今、地区説明会とかで

頑張っているところでございます。 

 健康体操とかですね、部分につきましては、今、うちがやっていますのは、老人ク

ラブであるとか、そういうところから要請があった場合に、これは、一般会計の中で

ございますけど、指導できる人を派遣したりとかですね、保健師が行って健康の話を

したりとかですね、そういうことについては行っております。 

 ただ、やはりラジオ体操をしたりとかですね、よそではいろんなことが行われてお

りますけれども、受診率の向上とも併せてですね、一般質問で出ました無料化の問題

も含めてでございますけれども、総合的な計画の中にやっていかなければならないん

じゃないかなと。 

 健診の受診率が高いからと言ってですね、医療費が安いかというと、県下の資料を

見てみますと、一概にそうも言えないという部分もあります。 

 無料化してあるところも、健診率がそれで上がっているかというと、他に何もやっ

てないところは、やっぱり低迷したままでございます。 

 ですから、総合的な部分、これはもう町長選後に、おそらくそういう総合的な協議

がなされると思いますので、そのときがあればですね、いろいろ提案をしていきたい

というふうに思っております。以上です。 

 委 員 長  宮原委員 

 宮原委員  今、答弁されましたように、やはりそういった問題、総合的にやっていかなくちゃ

いかんと思います。 

 健康課、福祉課、生涯学習課、こういった連携を取りながらですね、やはりひとつ

の何かブロジェクトぐらい作ってですね、やっぱりこの問題を大きく取り組んで行く

というんですかね、やはり高齢者の健康なまちづくりというんですかね、そういった

面でですね、やっぱり今後取り組んでほしいと思います。 

 町長、いずれにしろ、答えはあれですけれども、こういった方向性についてですね、

ちょっと一言お願いしたいと思います。 

 委 員 長  町長 

 町  長  お答えいたします。 

 今、宮原委員が申されますように、やはり住民自身がですね、自らやっぱり健康に

なっていくんだと。別に医療費節減が目的ではなくて、あくまで健康づくりが目的で

あって、その結果として医療費も削減できるというのが本来の姿だろうと思っており

ます。 

 そういった意味において、大刀洗町、小郡市、筑後市、私もいろいろ話を聞きます

けれども、やっぱり多くの方々がかかわっているということが、非常に大事じゃなか

ろうかと思いますので、ぜひ、そういった政策論議を今後起こしていって、ぜひ、皆

様方と一緒に、住民の方々と一緒になって健康づくりをやっていくいうふうな視点で

検討していきたいと思っております。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  私も、この８款の保健事業費、特定健康診査等の事業費なんですが、先だって３月

１０日に山隈で健康講座を開きまして、一木課長補佐さんにはたいへんなお世話をい

ただきました。  
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 そのときに、お話が終わった後に話をしていたんですが、今年は集落ごとにですね、

特定健診受診された方が分かるんじゃないかなと、集落ごとにですね。ということも

聞きましたし、もう１点、話をしておったのが、やはり今年の、２４年度ですか、平

均寿命が出たんですが、一番高いところが長野県と、低いところが青森県というよう

なことで、ぴしゃっと出てきたことを話しておったんですが。 

 筑前町の平均寿命率を見ると、男のほうが非常に低いというようなこともお聞きし

ました。 

 であれば、こういうふうなデータをひとつ活用したパンフレットを作ってですね、

危機感を住民の方にお知らせするのも、１つの手かなというふうなことも感じまし

た。 

 ３５％の受診率の目標ということで掲げておられますので、そのところをですね、

それとやはりうちで実施しました健康講座等、こういうふうなものをやはり多くの方

にですね、集落に今後お知らせしていただくことも必要かと思いますので、そこら辺

の考え方をお伺いいたします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 健診とかの受診率あたりにしてみましても、この前の一般質問の中でも出ておりま

したけど、大刀洗町とかになると、１０％近く１年間で伸ばしてあると。他にも１０％

近くが、今年伸びるというのが糸島市があったと思いますけども。戸別訪問であると

かですね、いろんなことをしてあります。 

 １０％、ガっと伸ばしてあるんですけれども、なかなか継続的にやっていくために

はですね、やはり一部職員だけが戸別訪問をして回って、率を単に上げていくという

よりも、やはり継続的には地域の力がやっぱり大事になって来るということで、つく

づく思っているところでございますけれども。 

 これも一般会計のほうですけれども、健康推進地区モデル事業ということで、今の

段階では、骨格予算ということで、継続事業のところの分しか組んでおりませんけれ

ども、こういうのをどんどん広めていってですね、地域でやっぱり健康について考え

てもらうようなことを考えていきたいというふうに考えております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  ２点あります。 

 １点目が９ページです。 

 ９ページの国庫補助金、財政調整交付金、特別調整交付金ですが、２３年度が６，

６００万、２４年度が２，４００万、今回は期待して６，６００万という説明でした

が、そんな期待でこういう数字を上げていいのか、というのが１点。 

 それと、１９ページです。 

 １目１９節負担金補助及び交付金、特定健診無料クーポンですが、７０千円という

ことで、１４０人分のクーポンの金額だと思うんですが、昨年無料クーポンで受診さ

れた方が９０人にも満たっていないんですね。 

 １４０人にするために、何か対策を考えているのか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  最初の財政調整交付金のところでございますけれども、ちょっと説明が悪かったの

かと思いますが。 

 ２２年度までは５０万から２００万というようなことで申し上げましたけど、これ

が増えた理由がですね、退職者に対する影響分ということで、２３年度急に６，００

０万ほど来たわけですけれども。それが２４年度については下がってきたということ

ですけど、この基礎数字がですね、県の資料でしか分からないという部分がありまし
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て、ただ、今の段階の予算としましては、法定外繰入等の措置をこの予算の中で全然

行っておりませんので、９ページの国庫補助金の療養給付費負担金に、ほとんどの分

がそこに上乗せしたみたいな格好になっているわけですけれども。 

 いずれ見直す必要があるかなというふうには思いますが、ここも期待して上げてい

るというような部分でございます。 

 それともう１つ、無料クーポンの件ですけれども、無料クーポンを単に配布しただ

けではですね、やはり２４年度の結果、使用率が１１％ぐらいだったと思いますけれ

ども、これを地区の説明会とか回る中であるとか、広報であるとかでですね、広めて

いきたいというふうには考えております。以上です。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２２号「平成２５年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算につ

いて」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２２号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２２号「平成２５年度筑前町国民健康保険事業特別会計予算に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

 委 員 長  続きまして、議案第２３号「平成２５年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  筑前町後期高齢者医療特別会計予算書について、説明をいたします。 

 まず、１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２５年度筑前町の後期高齢者医療特別会計の予算は次に定めるところによる。 

 第１条、予算の総額を歳入歳出それぞれ３１２，１９９千円とする。 

 それでは、内容についてご説明したいと思いますが、その前に、後期高齢者医療の

お金の流れについて、簡単に説明をしておきたいと思います。 

 ８ページの歳入の２款１項１目の後期高齢者医療広域連合納付金のうち保険料負

担金を、６ページの歳入保険料と４款１項２目の保険基盤安定繰入金で賄うものでご

ざいます。その他の歳出分につきましては、歳入４款１項１目の事務費繰入金の一部

２，０６８千円が主な財源となっております。 

 それでは、まず歳出でございますが、８ページから９ページでございます。 

 １款１項１目一般管理費につきましては、ほぼ前年並みの１，２３４千円を計上し

ています。 

 ２項１目徴収費ですが、２４年度より２０万ほど上がっておりますが、通信運搬費

の増が主な理由でございます。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合の試算に基づき計上いた

しております。 

 ３款につきましては、前年度同額ですが、１目保険料還付金は、還付が発生した場

合に、一度この目より支出しまして、同額を広域連合よりいただくというようなこと

になっております。 

 ４款１項１目予備費につきましては、昨年同額を計上いたしております。 

 続いて、６ページから７ページの歳入ですけれども、１款１目、２目の保険料につ
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きましては、広域連合から示された額で計上しておりまして、全体で５．２％ほどの

増です。 

 ２款、３款につきましては、前年同様科目保全でございます。 

 ４款１項１目事務費繰入金は、広域連合が試算しました事務費負担金に、一般管理

費及び徴収費、その他の費用を繰り入れてもらうもので、６．４％の減でございます。 

 ２目は保険料負担金を支払う目他の費用を繰り入れてもらうもので、２．６％の増

でございます。 

 ５款１項につきましては、ほとんどが科目の保全ですが、６款２項１目保険料還付

金は昨年同額を計上しています。以上です。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  ６ページです。 

 ３款寄附金、１項寄附金ですが、これは、科目出しという説明でしたが、どういっ

た寄附が考えられるのか。そして、今まで寄附はあったのか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  今まで寄附はございません。 

 一般寄附ということでですね、後期高齢に対して寄附をいただく分ということでご

ざいます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今後そういう後期高齢者医療に使ってくださいという寄附がある見込みはあって

科目を上げているんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 この款につきましては、寄附がしていただけるかどうかというようなことを、正直

検討したことはございませんが、広域連合の示した案に基づいての項目出しというこ

とで、科目保全ということで上げております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  じゃあ、今度後期高齢者連合に行かれた時に、どうして上がっているか、尋ねてお

いてください。お願いします。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２３号「平成２５年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算につい

て」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２３号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２３号「平成２５年度筑前町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

 委 員 長  続きまして、議案第２４号「平成２５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 人権・同和対策室でございます。 

 では、お手元の平成２５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算書の１ペ
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ージをお願いいたします。 

 平成２５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算は次に定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ９，１７０千円と定めるものです。 

 まず、歳出のほうから説明させていただきます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費、本年度予算３，１６３千円、前年比７０５千円の減とな

っております。 

 前年度の競売手続きの予算、具体的に申しますと、２２節の裁判所への予納金６０

０千円の減、それから１３節競売手続き弁護士委託料１００千円の減によるものでご

ざいます。 

 この目の主なものは、１３節弁護士委託料１２０千円、貸付金回収に関します法律

相談とともに、督促を連名で送付するものでございます。 

 ２８節操出金３，０００千円、職員給与の一部として前年同額を一般会計に繰り出

すものでございます。 

 ２目財政調整基金費９５千円、これは、基金利子を積み立てるものでございます。 

 次に、２款１項公債費、１目の元金と２目の利子、合わせまして前年同額の３，０

７２千円です。 

 ４款１項１目予備費、２，８４０千円を計上しております。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 １款１項県補助金、１目の住宅新築資金等県補助金、２目の償還推進助成事業補助

金、合わせまして本年度予算６０７千円です。前年度と比較いたしまして、２７千円

の増となっております。 

 県補助金は、昭和６３年度から平成４年度に貸付しました分に対する利子補給金が

５１千円の減、それから、償還推進費分は弁護士委託料９０千円の増によるものでご

ざいます。 

 次に、２款１項１目利子及び配当金９５千円、これは、財政調整基金の利子でござ

います。 

 ３款繰入金は科目保全です。 

 ４款１項１目繰越金、前年度よりも１，０００千円増の４，０００千円を計上して

おります。 

 ５款１項預金利子、これも科目保全でございます。 

 ７ページの５款２項貸付金元利収入、１目の国の住宅新築資金等貸付元利収入から

４目の県の住宅改修資金元利収入まで、合わせまして本年度予算４，４６６千円、前

年度と比較しまして３６４千円の減となっております。これは、借受人からの償還金

でございます。現年度分の対象者がどんどん減ってまいりますので、さらに今後は尐

なくなっていくものでございます。以上でございます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  ７ページです。 

 ５款諸収入、２項貸付金元利収入ですが、４，４６６千円、これは何件分なのか、

あと何人残っているのか、お尋ねします。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えいたします。 

 ８３件で４４人分でございます。 
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 それから、あと残っておりますのが、滞納分が８３件で、実人数で４４名でござい

ます。現年分は８件の５人でございます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今、この分は８３件の４４人分で、あと残っているのが、やはり８３件の４４人分

という返答でしたけれども、イコールですか。 

 じゃあ、これがですね、最終償還期日まで回収の見込みはあるのか、お尋ねします。 

 委 員 長  人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 お答えいたします。 

 平成２９年度が最終償還年ということになるわけでございますけれども、やはり厳

しい事情をお持ちの方がたくさんいらっしゃいます。 

 というふうなことで、滞納分ということでかなり多くなっているわけでございます

けれども、ちょっとずつでも分割で返していただくということで、日々取り組んでお

るところでございます。 

 したがいまして、２９年度が最終償還年でございますけれども、その後も借受人の

方から償還を、引き続きお願いするという形になろうかと思います。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２４号「平成２５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計予

算について」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２４号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、議案第２４号「平成２５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計

予算について」は、原案のとおり可決されました。 

 委 員 長  議案第２５号「平成２５年度筑前町農業集落排水事業特別会計予算について」を、

議題とします。 

 説明を求めます。 

下水道課長 

下水道課長  議案第２５号の平成２５年度筑前町農業集落排水事業特別会計予算について、説明

をいたします。 

 別冊の予算書をお願いします。 

 １ページをお開きください。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１６３，８１６千円と定める。 

 農業集落排水事業につきましては、すでに事業が完了し、施設の維持管理業務が主

となっております。 

 ２５年度につきましては、上高場処理区の事業完了後に新築された、栗田区の旭ノ

下地区の管路施設工事を計画しております。 

 ９ページをお開きください。 

 事項別明細書の説明を行います。 

 歳出でございます。 

 １款１項１目農業集落排水施設管理費５９，５４２千円、前年度比６．８％の増と

なっております。 

 目の主なものは、使用料、分担金の賦課徴収に要する経費、処理場、マンホールポ

ンプ場の運転管理及び維持管理に要する経費、下水道管渠の点検、清掃に要する経費、
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汚水管渠工事の工事請負費等となっております。 

 主な節について説明します。 

 なお、詳細な節の説明は省略させていただきます。 

 人件費等義務的経費につきましては、説明を省略させていただきます。 

 １１節需用費１３，８６８千円、１２節役務費５９０千円、１３節委託料１９，５

４９千円、１５節工事請負費１２，７００千円。 

 １０ページをお開きください。 

 １９節負担金補助及び交付金７，５８０千円、２７節公課費６００千円、２目基金

費６０千円、２５節積立金は農業集落排水事業基金利子を積み立てるものです。 

 ３目諸費３６０千円、８節報償費は接続推進奨励金と全納報奨金です。 

 ２款１項公債費、１目元金および２目利子、合計で１０２，８５４千円となってお

ります。起債償還金の元金および利子です。 

 ３款１項１目予備費、１，０００千円を計上しております。 

 １１ページから２１ページの給与明細書等の説明は省略させていただきます。 

 それと、先ほど栗田区旭
あさひ

ノ下
の し た

と言っておりましたけど、旭
ひ

ノ下
の し た

の誤りですので、

訂正させていただきます。すみません。 

 ２１ページの地方債の残高の見込みに関する調書については、表に記載のとおりで

ございます。 

 ７ページをお開きください。 

 歳入でございます。主なものについて説明いたします。 

 １款１項１目農業集落排水事業分担金１，４００千円です。新規加入見込みについ

て、１２件分を計上しております。 

 ２款１項１目農業集落排水施設使用料３９，６１３千円です。 

 ４款１項１目一般会計繰入金１１１，６４２千円、総務管理費及び公債費への一般

会計、５款１項３目農業振興費からの繰入金でございます。 

 ８ページをお開きください。 

 ７款１項１目農業集落排水事業債１０，４００千円、管路施設工事に伴う起債借入

の予定額でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  ９ページです。 

 １１節需用費の上から３番目、修繕料に５，１９９千円上がっていますが、内容の

説明をお願いします。 

 委 員 長  下水道課長 

下水道課長  主に２つの処理場とマンホールポンプ場の修繕料でございます。 

計画的に修繕を行って、施設の長寿命化を図るために行っておるものでございま

す。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２５号「平成２５年度筑前町農業集落排水事業特別会計予算につ

いて」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２５号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 
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 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２５号「平成２５年度筑前町農業集落排水事業特別会計予算に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

 委 員 長  続きまして、議案第２６号「平成２５年度筑前町公共下水道事業特別会計予算につ

いて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

下水道課長 

下水道課長  議案第２６号の平成２５年度筑前町公共下水道事業特別会計予算について、説明を

いたします。 

 別冊の筑前町公共下水道事業特別会計予算書をお願いします。 

 １ページをお開きください。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１，１９８，３１３千円と定める。 

 平成２４年度末の公共下水道の汚水管渠の整備見込みが約９９％とほぼ完了して

おります。平成２５年度につきましては、未普及解消事業として、下高場の小隈地区、

多目的運動公園の汚水管渠整備を計画しております。 

 また、安全・安心のまちづくりのために、浸水対策事業としまして、新町第２雤水

管線の雤水渠整備を計画しています。 

 公共下水道の施設整備も平成２４年度でほぼ完了し、維持管理を主とした業務とな

っております。今後とも効率的な経営や財政の健全化に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 １０ページをお開きください。 

 事項別明細書の説明をいたします。 

 歳出でございます。 

 １款１項１目公共下水道施設管理費３１３，３１４千円です。前年度比０．６％の

減となっております。 

 目の主なものは、受益者負担金、使用料の賦課徴収に要する経費、接続推進奨励金、

全納報奨金、利子補給補助金等に要する費用、処理場、マンホールポンプ場の運転管

理及び維持管理に要する経費、下水道管渠施設の点検、清掃等の維持管理業務に要す

る経費、あと福岡県に支払っております流域下水道維持管理負担金等でございます。 

 前年度予算からの減の主な理由としましては、１３節委託料の管路巡視点検清掃業

務の点検頻度を、２年に１回行っておりましたものを、３年に１回としたことによる

ものです。 

 主な節について、説明をいたします。 

 節の詳細な説明については、省略させていただきます。 

 なお、人件費等義務的経費については、説明を省略させていただきます。 

 ８節報償費２，９７０千円、１１節需用費４１，６６５千円、１２節役務費３，２

２０千円。 

 １１ページをお願いします。 

 １３節委託料７６，４３７千円、１５節工事請負費２，５００千円、１９節負担金

補助及び交付金１４３，６９２千円、２７節公課費４，０００千円。 

 １２ページをお開きください。 

 ２目基金費１９６千円、基金利子を積み立てるものでございます。 

 ２款１項１目公共下水道施設整備費１８５，２２３千円、対前年度比１５．９％の

減となっております。 

 目の主なものにつきましては、積算に必要なＯＡ機器等のリース料、２６年度以降
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に計画しています依井地区の雤水整備のための実施設計業務委託費、新設公共桝の設

置、汚水管渠整備、下水道施設布設後の舗装修繕、雤水管渠整備、下水道施設の補修

等に要する工事請負費、福岡県に支払っております流域下水道建設費負担金等となっ

ております。前年度予算からの減の主な理由といたしましては、事業進捗によるため

でございます。特に、浸水対策事業における雤水渠工事の進捗によるものでございま

す。 

 主な節について、説明いたします。 

 人件費等義務的経費については、説明を省略いたします。 

 １１節需用費６０２千円、１３節委託料１３，１００千円。 

 １３ページをお開きください。 

 １４節使用料及び賃借料３，７３４千円、１５節工事請負費１３２，７００千円、

１９節負担金補助及び交付金８，００３千円、２２節補償補填及び賠償金５００千円。 

３款１項公債費、１目元金及び２目の利子、合計で６９４，５８０千円です。起債

償還金の元金及び利子、並びに資金不足時に借り入れます一時借入金の利子でござい

ます。 

 ４款１項１目予備費５，０００千円を計上させていただいています。 

 １４ページから２３ページの給与明細書等の説明は省略いたします。 

 ２４ページの地方債の残高の見込みに関する調書につきましては、表に記載のとお

りでございます。 

 ７ページをお開きください。 

 歳入の説明をいたします。 

 歳出同様、主なものについて説明をいたします。 

 １款１項１目公共下水道事業負担金４８，２０８千円、前年度比２３．５％の減で

す。減の主な理由としましては、事業進捗に伴う賦課対象件数の減尐によるものでご

ざいます。 

 ２款１項１目公共下水道施設使用料３５６，２９９千円、前年度比３．４％の増で

す。増の理由としましては、接続率の増加分を見込んだものでございます。 

 ２款１項１目手数料４４２千円、指定工事店の登録手数料などでございます。 

 ３款１項１目公共下水道事業費補助金６１，０００千円、国の社会資本整備総合交

付金です。補助率については５０％となっております。 

 ８ページをお開きください。 

 ５款１項１目利子及び配当金１９６千円、基金に対する利子です。 

 ６款１項１目一般会計繰入金６６２，２０１千円、総務管理費、公債費への一般会

計、７款４項１目都市計画総務費からの繰入金でございます。 

 ８款１項１目延滞金４００千円は、負担金及び使用料の延滞金です。 

 ９ページをお願いします。 

 ８款３項２目雑入２４５千円、主なものは、三輪中央処理区に排水協定に基づきま

して接続をしております朝倉市からの分の維持管理負担金です。 

 ９款１項１目公共下水道事業債６８，５００千円、下水道施設整備にかかる起債借

入予定額でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  ７ページというか、滞納についてお尋ねします。 

 下水道は接続したら、いくら滞納してようが、そこに流れていくわけなんですけれ

ども、滞納件数とそれに対する対策はどういうことをされているのか、お尋ねします。 
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 委 員 長  下水道課長 

下水道課長  平成２５年２月末現在での数字でございます。 

 滞納繰越分ですけど、公共下水道の負担金、調定額で２５，３４５千円ほどでござ

います。件数としまして１，９６２件、これは、期ごとの件数ですので、これが人数

ということではございません。 

 それと公共下水道の使用料の滞納繰越分２８，９７８千円ほどでございます。件数

にしまして６，８９０件ほどでございます。 

 滞納の対策といたしましては、差し押さえ等も２３年度から行っておりますし、あ

と分納誓約ですね、時効を止めるために督促状、催告状の発送、それと分納誓約を行

っております。 

 あと２４年度から納税推進室と一緒に合同でですね、年３回、４月と８月と１１月

に夜間訪問徴収を行っております。以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  昨年から年３回、夜間徴収も行っているということでしたが、成果は上がっていま

すでしょうか。 

 委 員 長  下水道課長 

下水道課長  一応これが、まだ確定の数字ではございませんけど、３回の合計で、訪問件数が３

６０件、その内面談した件数が１７３件、面談率が約４８％となっております。 

 訪問の徴収効果金額ですけど、２９０万ほどとなっております。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２６号「平成２５年度筑前町公共下水道事業特別会計予算につい

て」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２６号「平成２５年度筑前町公共下水道事業特別会計予算につ

いて」は、原案のとおり可決されました。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで、休憩をします。 

 ２時４０分から再開します。 

（１４：２９） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１４：４０） 

 委 員 長  議案第２７号「平成２５年度筑前町水道事業会計予算について」を、議題します。 

 説明を求めます。 

水道課長 

 水道課長  議案第２７号「平成２５年度筑前町水道事業会計予算について」説明いたします。 

 別冊の水道事業会計予算書をお願いします。 

 まず最初に、水道事業の概要について、報告をいたします。 

 平成２４年度末の整備見込みにつきましては、平成２４年度補正予算（第４号）で

前倒しをしまして計上しています２５年度の建設改良費３５０，０００千円を除きま

して、事業費ベースで約８０％が完了する見込みでございます。 
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 ２５年１月末で約４，１００件の水道事業加入がございまして、内２，９００件、

約８，７００人の方が水道水を利用していただいております。 

 ２５年度水道創設事業につきましては、国の緊急経済対策である２４年度第１次補

正に伴い、２５年度の建設改良費を２４年度補正予算に計上していますので、工事費

の単独事業分と事務費等を計上した予算となっております。 

 現実的には補正予算の３５０，０００千円を、２５年度に繰り越しまして事業を行

うことになります。 

 ２４年度補正を合わせました２５年度の建設改良事業は、栗田中継ポンプ場の築造

工事、栗田、森山、下高場の各一部の配水管布設工事約５㎞を予定しております。 

 また併せまして給水装置工事８０カ所、消火栓１２カ所の工事を予定しておりま

す。 

 水道創設事業も終盤に入りましたが、普及率が当初計画の６７％を相当下回ってお

りますので、２５年度以降の工事での説明会、また広報等によりまして、安心・安全

な水道をアピールし普及促進に努めてまいりたいと考えております。 

 それでは、別冊の２５年度水道事業会計予算について、説明いたします。 

 １ページでございます。 

 第１条、平成２５年度筑前町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 給水戸数３，２５０戸、２５年度末の予定戸数でございます。 

 年間総給水量６２７，８００㎥、１日平均給水量１，７２０㎥。 

 主要な建設改良事業は、配水管布設工事です。２４年度からの繰り越しと併せて行

うことになります。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収益的収入３１９，５６７千円、収益的支出４１４，５８２千円です。 

 ２ページでございます。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。 

 資本的収入が資本的支出額に対して不足する額２５，７３１千円は、過年度消費税

及び地方消費税資本的収支調整額、いわゆる内部留保金で補填するものです。 

 資本的収入１０，９７２千円、２４年度からの繰越予定額を加えますと、３６０，

９７２千円となります。 

 資本的支出３６，７０３千円、２４年度からの繰越予定額を加えますと、３８６，

７０３千円となります。 

 第５条、一時借入金の限度額は、３５０，０００千円と定める。 

 資金不足が生じる場合に、運営資金として一時的に借り入れするものでございま

す。 

 第６条、議会の議決を経なければ流用できない経費としまして、職員給与費７１，

３８６千円と定めております。 

 次のページをお願いします。 

 第７条、一般会計からの水道事業会計に補助を受ける金額は、次のとおりです。 

 高料金対策として１０９，３６５千円、県南広域水道企業団建設負担金として４７，

８６３千円、事業運営に係る経費としまして６，１７１千円でございます。 

 詳細について、説明いたします。 

 付属書類で説明しますので、飛びますが、１９ページをお願いいたします。 

 最初に訂正をお願いいたします。 

 収入の１款１項３目の加入金の説明欄にあります２５年度分６０件とあるのを、１

００件に訂正をお願いいたします。申し訳ございません。 

 では説明を行います。主なものについてのみ行わせていただきます。 
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 資本的収入及び支出、収入の部です。 

 １款１項営業収益１５８，６１３千円、前年度比１７，４５１千円の増です。 

 １目給水収益の水道料金１５０，０００千円は、２５年度決算見込み額をベースに、

２５年度の利用者の増加を見込み推計したものでございます。 

 ３目その他の営業収益の加入金８，３９０千円、内訳としましては、２４年度の事

前加入者４５件の分割納付分と、２５年度の加入見込み件数１００件を、過去の実績

に基づきまして、一括納付と分割納付に分けまして推計したものでございます。 

 減の理由としましては、建設改良費の減尐に伴う事前加入者の減によるものでござ

います。 

 ２項営業外収益１６０，９５４千円、前年度比２４，９５１千円の増。 

 ２目他会計補助金１５７，２２８千円は、高料金対策に係る経費と県南水道企業団

の負担金、一般会計からの補助でございます。 

 それぞれの金額は、予算第７条で説明したとおりでございます。 

 ３目消費税還付金３，６５３千円、前年度よりも建設改良費が減尐するために、還

付金も減となるものでございます。 

 ２０ページでございます。 

 支出の部、１款１項営業費用３６６，６８２千円、前年度比５２，６９０千円の増

です。  

 １目原水及び給水費の受水費１００，１００千円は、県南水道企業団から給水を受

ける水道水の料金でございます。 

 増の主な理由としましては、全員協議会で説明しましたとおり、県南水道企業団の

制度改正によるものでございます。 

 負担金４７，８６３千円は、県南水道企業団負担金で、朝倉系の送水施設と藤山第

２送水施設、これは、荒木の浄水場から藤山の調整池へ行く配水管でございますが、

この分の建設負担金の建設に係る企業債の償還金の負担金でございます。 

 増の理由としましては、藤山系第２送水管の建設工事が２３年度で完了しておりま

すので、２５年度から負担が始まるものでございます。 

 ２目配水及び給水費１０，２０５千円は、排水施設の管理に伴う経費でございます。 

 修繕費３，０３０千円、２，９３０千円の増です。 

 ２４年度補正で計上しました舗装等の修繕工事等を、本年度は当初予算から計上さ

せていただいております。 

 動力費５，５００千円、１，２６６千円の増です。給水量の増加に伴います、四三

嶋受水場、二地区にあります中継ポンプの電気料等の増額を見込んだものでございま

す。 

 ３目総係費７０，８０６千円、主に職員８名と嘱託職員１名の人件費及び事務費等

でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 一番下の欄の委託料４，６３１千円、１，５７６千円の増となっていますが、地方

公営企業の一部改正により、平成２６年度予算及び決算から会計基準が変更となりま

す。そのため、会計規定の改正などの支援業務委託１，２２０千円を新たに計上いた

しております。  

 ２２ページの５目減価償却費１３０，４４７千円、２４，６２５千円の増は、２３

年度工事分が新たに加わったためでございます。 

 なお、減価償却費は、現金の支出は伴わないものでございます。 

 ２項営業外費用４６，９００千円、前年度比１，３０４千円の増。 

企業債利息４６，８００千円は、平成２４年度までに借り入れました企業債償還金

の利息でございます。 



 37 

 ２４ページです。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 国の補正に伴いまして、２５年度の建設改良費を２４年度補正予算（第４号）に前

倒しして計上しているため、大幅な減となっています。 

 収入の部です。 

 １款１項の企業債から３項の国庫補助金につきましては、２４年度補正予算に計上

しましたので０円でございます。 

 ４項他会計補助金６，１７１千円は、補助対象とならない事務費などの分として、

一般会計の衛生費からの収入でございます。 

 ５項他会計４，８００千円は、消火栓設置工事分として、一般会計消防施設からの

収入でございます。 

 ２５ページ、支出の部です。 

 １款１項建設改良費１７，８７２千円、１目施設整備費の工事費９，３０１千円は、

消火栓設置工事１２カ所と単独事業の分でございます。 

 ２目事務費の７，８７１千円は、職員２名分の人件費の一部でございます。 

 委託料１，０００千円は、栗田中継ポンプ場築造工事の施工管理業務委託でござい

ます。工事内容が専門的な部分がございますので、コンサルタントに委託をするもの

でございます。 

 ３目営業設備の７００千円は、量水器２０８戸分です。 

 ２項企業債償還金１７，８３１千円は、平成１９年度までに借り入れました企業債

償還金の元金でございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  他会計からの補助金について、お尋ねします。 

 ３ページに第７条で、一般会計からこの会計補助を受ける云々と書いてあって、こ

この合計が１６３，３９９千円なんですが、後のほうで、資料の中の１４ページに出

て来る、６の余剰金のハ、他会計補助金１６９，３７８，５７８、それと１７ページ

の資本の部に他会計からの繰越金ということで、余剰金の中のハに１６３，５０１，

３７８、それぞれ金額が違うんですけど、よく分かりませんのでお尋ねします。 

 委 員 長  水道課長 

 水道課長  最初の７条、予算の他会計からの補助金の合計は、付属書類の３条に係る一般会計

からの補助金と、いわゆる収益的収入に係る一般会計からの補助金と資本的収入に掲

載をしております一般会計からの補助金を合計したものが、７条に記載している額と

同じ額になります。 

 １９ページの他会計補助金が１５７，２２８千円でございますが、この金額と２４

ページの他会計補助金の６，１７１千円、この合計額が、先ほどの７条の金額と一緒

になると思います。 

 あと２点目の１４ページの予定貸借対照表の１６９，３７８千円につきましては、

ちょっと待ってください。 

 委 員 長  水道課長 

 水道課長  予定貸借表につきましては、企業会計独特なところがありまして、ちょっと内訳、

根拠的なものについては、再度調査をしまして、改めて報告をさせていただきます。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  ２０ページでございます。 

 負担金でございますけれども、１目原水及び浄水費の中の負担金でございます。 
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 金額は４７，８６３千円ということで、これは、説明のほうでは福岡県南広域水道

企業団の負担金ということでございますけれども。 

 先ほど、課長説明では、朝倉の藤山送水場の建設完了分が含まれて、金額が増えた

ということでございますけれども、尐し説明を求めたいと思います。 

 私もちょっとよく分かりませんでしたけれども、これは、荒木の浄水場からこの水

道水をいただくわけでございますけれども、この藤山の送水場というのは、どういう

ふうな内容の送水場になっているものか。 

 この荒木の、この浄水場みたいな機能を持つものであるのか、荒木のほうから送水

を受けて、この藤山送水場から筑前のほうへいただくものか、その辺りがちょっと分

りにくございましたので、お尋ね申し上げたいと思います。 

 委 員 長  水道課長 

 水道課長  お答えいたします。 

 筑前町への水道水は荒木の浄水場で作られまして、一度久留米の山奥のほうにあり

ます藤山というところの、藤山調整池というところへ一度押し上げられます。それか

ら、自然流下で、小郡市から通って四三嶋の受水場で受けて配水地に上げているわけ

でございますけれども。 

元々１つの送水管があったんですけれども、事故とか震災対応のために第２送水管

というのを建設中でございました。このバイパス管ですね。そこの藤山調整池に上げ

るためのバイパス管の工事が終わりましたので、当然その水は、その管は筑前町に来

るための施設でございますので、その負担を筑前町もしなければならないという分が

新しく増えてきたということで、藤山系に一度上がって、それから今度は朝倉系とい

うのを通ってですね、四三嶋まで水道水が来ているということでございます。以上で

す。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  ちょっと勉強不足でございましたけれども。 

それでは今、現に水道水を筑前町も受水していますけれども、これは、この荒木の

浄水場のほうの水道水を、城山のほうの貯水池、ここにポンプアップして、今いただ

いているというふうに理解しておったんですけれども、それでよろしいわけですか

ね。 

 今後が、今お話の、朝倉の藤山送水場からもいただくということになるんでしょう

か。その場合は、割合がどれくらいほどですね、二方から受水するということになれ

ば、割合がどのくらいになるのかなと、説明を求めたいと思います。 

 委 員 長  水道課長 

 水道課長  説明が不十分だったかもしれませんけれども、先ほど言いましたように、以前から

ですね、最初水道事業が始まったときから、給水開始をした時から、荒木の浄水場か

ら、久留米と八女の境くらいに藤山という地区があるんですけど、そこにいっぺんき

れいに作った水を調整池というところに押し上げて、そこでまた尐し塩素とかを追加

してですね、それからまた小郡を経由して四三嶋浄水場まで来ておりました。以前か

らですね。 

 その水を城山の配水地に押し上げて流しているということで、今度はその水が、栗

田の山麓線のほうには行きわたりませんので、再度栗田に配水場を作ってですね、今

年工事をやっておりますけれども、それから山麓線のほうに行くという形で、水の流

れの系統は最初から変わっておりません。 

 それぞれの負担割合は、全体に対する筑前町の計画水量がありますので、その比率

に応じて各構成団体で案分して、負担をしているということでございます。 

 委 員 長  宮原委員 
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 宮原委員  この水道事業、特別会計は７つあるわけですが、一番気になる事業じゃないかと思

います。そういうことで、先ほどの説明で、現在加入者が４，１００ということでし

たけれどもですね。 

 間もなく事業も終わるわけですが、最小限どのくらいの加入者が、今後いろんな債

務返済にせよですね、負担金の返済、いろいろずっと出て来るわけですけれども、そ

こら辺を見込みされておるのかですね、それを１点お聞かせ願いたいというのとです

ね、やはり今後の促進策、加入者の促進策、これが非常に大事になってくると思いま

すけれども、そういう点について、何かお考えがあるかどうか、ただ説明会だけなの

かどうか、それをお尋ねします。 

 委 員 長  水道課長 

 水道課長  お答えいたします。 

 １点目の今後の加入見込み状況ですけれども、現在の状況でいきますと、５０％行

けばいいほうかなというふうな状況でございます。 

 本来基本計画でありますと、給水人口を２１，０００人ほど予定をしておりますけ

れども、１万人超えぐらいしかいかないのかなという感じであります。 

 そういう意味では、最初立てられた財政計画を見直さなければならないかもしれま

せんけれども、まだ給水開始をしてわずかでございますので、料金改定を上げてです

ね、今使っている方に負担を増やすというのは厳しい問題があろうかと思いますの

で、やはり加入していただいて、現在の料金で経営が安定的にできるようにしていか

なければならないと思っています。 

 ２点目の加入の促進対策でございますけど、今、工事中でございますので、新しい

工事をするところにつきましては、設計の段階で事前加入をいただいておりますの

で、工事の際には、加入者以外の方にも来ていただいて、ぜひ加入をお願いしている

ところではございますけれども、なかなかやっぱり地下水が長い歴史の町でございま

すし、地域によっては、非常に地下水がいいから、もう水道は要らないよという住民

の方もたくさんおられます。 

 そういう点では、非常に難しい問題ではありますけれども、やはり先ほど言いまし

たように、広報等なりでですね、やっぱり水道水は安全で安心なんですよということ

をアピールしながら、日々努力をしていくしかないかなというふうに思います。 

 答えにはならないかもしれませんが、以上です。 

 委 員 長  質疑が終わりましたようです。 

 これから、議案第２７号「平成２５年度筑前町水道事業会計予算について」を、採

決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２７号「平成２５年度筑前町水道事業会計予算について」は、

原案のとおり可決されました。 

 委 員 長  続きまして、議案第２８号「平成２５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算に

ついて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  議案第２８号「平成２５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算について」、ご
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説明を申し上げます。 

 別冊の予算書をお願いいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算。 

 平成２５年度筑前町の工業用地造成事業特別会計予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１，７３７千円と定める。 

 歳入歳出ともに款、項、目が尐のございますので、７ページの事項別明細書の内訳

でご説明を申し上げます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 ７ページ、歳出です。 

 １款１項１目工業団地造成事業費として、昨年度より９７１千円増の１，５３７千

円を計上いたしております。 

 内訳といたしましては、昨年と同様の工業用地調整池の維持管理費、工事費です。 

 それと２５年度は、工業用地の調整池、コンクリートでつくった部分がございます

が、その分の安全確保のために、フェンスを周囲に巡らせております。この分にです

ね、草刈りの必要があるわけなんですが、作業幅が確保できないということで、その

草刈りの部分についてですね、コンクリート壁でコンクリートを張ると。 

 その工事を合わせまして、１，５３７千円を計上いたしております。 

 続いて、２款１項１目予備費でございます。昨年と同額の２００千円を計上いたし

ております。 

 続きまして、６ページの歳入でございます。 

 １款１項１目一般会計からの繰入金でございます。１，３３２千円をお願いいたし

ております。 

 続きまして、４款１項１目繰越金でございます。４０５千円を計上いたしておりま

す。以上でございます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

 これから、議案第２８号「平成２５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算につ

いて」を、採決したいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 議案第２８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、議案第２８号「平成２５年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

 閉  会  

 委 員 長  本特別委員会に付託されました、議案第２１号から議案第２８号までの審査が、全

部終了しました。 

 これをもちまして、予算審査特別委員会を閉会します。 

町長 

 町  長  ごあいさつ申し上げます。 

 平成２５年予算審査特別委員会審議議案は、骨格予算とは言え、一般会計は１１８




